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1

成
課
、
就
業
推
進
課
、
医
療
政
策
課
、

医
療
安
全
課
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
、

介
護
保
険
課
、
施
設
支
援
課
、
健
康
推

進
課
、
企
画
政
策
課
、
義
務
教
育
課
の

各
担
当
者
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。大

き
な
成
果
と
し
て
は
、
当
然
で
す

東
京
都
予
算
要
請
に
は
、
東
腎
協
か

ら
行
政
委
員
会
の
梅
原
、
古
暮
、
榊
原
、

三
好
、
中
野
、
板
橋
、
山
田
の
７
人
の

理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
都
は
福

祉
保
健
局
、
産
業
労
働
局
、
教
育
庁
の

３
部
局
か
ら
、
疾
病
対
策
課
、
医
療
助

８
月
３０
日
（
木
）
午
前
１０
時
よ
り
午
前
１１
時
３０
分
ま
で
、
都
庁
第

一
本
庁
舎
２６
階
２６
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
２
０
１
９
年
度
の
東
京
都
予

算
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
７
月
２６
日
（
木
）
に
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
東
京
都
議
団
、
７
月
３１
日
（
火
）
都
議
会
公
明
党
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、次
い
で
９
月
６
日（
木
）
に
、都
議
会
自
由
民
主
党
、都

議
会
立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
の
各
党
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、東
京
都
予
算
要
請
事
項
の
説
明
と
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
要
請
項
目
は
大
項
目
８
項
目
、
さ
ら
に
１４
の
小
項
目
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
誌
に
特
集
と
し
て
全
文
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

が
、「
予
算
要
請
項
目
の
①
の
心
身
障

害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル

障
）、難
病
医
療
費
助
成
制
度（
マ
ル
都
）、

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
つ
い
て
」
来

年
度
も
現
行
の
制
度
を
維
持
、
継
続
す

る
旨
回
答
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
新
規
７０
歳
未
満
で
障

1
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害
者
と
な
り
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た

方
も
対
象
と
し
て
要
望
し
ま
し
た
が
、

平
成
１２
年
８
月
改
正
に
て
、
介
護
保
険

制
度
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
６５
歳

以
上
で
障
害
者
に
な
っ
た
方
を
制
度
の

対
象
外
に
し
て
お
り
、
今
回
も
本
制
度

か
ら
対
象
外
と
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

新
規
７０
歳
未
満
の
年
齢
制
限
の
撤
廃
を

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
東
腎
協
の
会
員
を

拡
大
し
て
「
組
織
力
」
を
高
め
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
の
更
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
腎
疾
患
総
合
対
策
の
確
立
」
の
た

め
、
今
後
と
も
粘
り
強
く
要
請
し
て
い

き
ま
す
。

要
請
項
目
と
回
答

各
種
医
療
費
助
成
制
度
等
の 

維
持
継
続
に
つ
い
て

要
請
事
項
①　

医
療
費
助
成
制
度

の
堅
持
継
続
を
し
て
下
さ
い
。

　

心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助

成
制
度
（
マ
ル
障
）・
難
病
医
療

費
等
助
成
制
度
（
マ
ル
都
）・
心

身
障
害
者
福
祉
手
当
を
国
の
動
向

に
か
か
わ
ら
ず
堅
持
継
続
し
て
下

さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

疾
病
対
策
担
当
／
障
害

者
施
策
推
進
部　

施
設
サ
ー
ビ
ス
支
援

課　

調
整
担
当
／
保
健
政
策
部　

医
療

助
成
課　

助
成
担
当

難
病
医
療
制
度
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
東
京
都
で
は
「
人
工
透
析
を
必
要

と
す
る
腎
不
全
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
殊
な
医
療
技
術
の
管
理
の
も
と
で
、

長
期
の
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
た
め
、

多
額
の
医
療
費
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
特
殊
医
療
費
助
成
と
致
し
ま
し
て
、

患
者
の
方
に
、
医
療
保
険
各
法
を
適
用

し
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
内
、
入

院
、
外
来
ご
と
に
一
医
療
機
関
当
た
り

月
額
一
万
円
を
限
度
と
し
た
助
成
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
２７
年
１
月
の
難
病
の
患

者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
が

成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
国
の
新

た
な
難
病
医
療
費
助
成
制
度
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方
は
、
過

去
４
度
に
渡
る
対
象
拡
大
で
３
３
１
疾

病
が
国
の
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
対
象
疾
病
の
拡
大
に
よ

り
都
独
自
の
難
病
医
療
費
助
成
の
対
象

か
ら
国
の
難
疾
病
に
移
行
し
た
疾
病
も

あ
り
ま
す
。
腎
臓
病
関
係
の
難
病
で
は

「
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
」「
多
発
性
嚢

胞
腎
」
が
国
の
指
定
難
病
に
移
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
動
き
の

中
で
、
東
京
都
独
自
の
難
病
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
制
度
の
整
合

性
を
図
っ
た
う
え
で
助
成
の
継
続
を
し

て
ま
い
る
予
定
で
す
。

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
の
困
難
性
と

そ
の
経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
こ
と
に

着
目
し
て
医
療
費
の
公
費
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
重
度
の
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
の
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

２
級
、
内
部
障
害
が
３
級
、
愛
の
手
帳

１
度
２
度
の
方
を
対
象
と
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

本
年
３
月
の
条
例
改
正
に
よ
り
平
成

３１
年
１
月
よ
り
新
た
に
精
神
障
害
者
手

帳
１
級
の
方
を
対
象
と
す
る
事
と
致
し

ま
し
た
。
東
京
都
で
は
、
平
成
１２
年
度

に
行
っ
た
福
祉
政
策
の
見
直
し
に
お
い

て
、
限
ら
れ
た
資
源
を
緊
急
性
、
必
要

性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
的
に
配
分

す
る
た
め
に
、「
負
担
の
公
平
性
」「
制

度
間
の
整
合
性
」
な
ど
の
観
点
か
ら
経

済
的
給
付
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
そ

の
中
で
６５
歳
以
上
の
障
害
者
の
方
は
、

高
齢
者
施
策
で
対
応
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
ま
し
た
。

マ
ル
障
制
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
１２
年
９
月
の
改
正
に
て
、
６５
歳
以
上

で
新
た
に
障
害
者
と
な
り
手
帳
を
取
得

さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る

と
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
制
度
の
対
象
外
と
し
ま
し
た
。
現
行

の
制
度
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

要
請
項
目
②　

新
規
７０
歳
未
満
の

障
害
者
も
対
象
に
し
て
下
さ
い
。

　

心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助

成
制
度
（
マ
ル
障
）、
心
身
障
害

者
福
祉
手
当
制
度
は
、
新
規
適
用

は
６５
歳
未
満
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
新
規
導
入
患
者
の
平
均

年
齢
が
６９
・
４
歳
（
２
０
１
６
年

末
、
日
本
透
析
学
会
）
と
な
っ
て

い
る
現
実
か
ら
、
新
規
７０
歳
未
満

の
障
害
者
も
対
象
に
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局　

障
害
者
施
策
推

進
部　

施
設
サ
ー
ビ
ス
支
援
課　

調
整

課
／
保
健
政
策
部　

医
療
助
成
課　

助

成
担
当

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
１２
年
８
月
の
改
正
に
て
、

介
護
保
険
制
度
と
の
整
合
性
を
図
る
た

め
、
６５
歳
以
上
で
障
害
者
に
な
っ
た
方

を
制
度
の
対
象
外
と
し
て
お
り
、
現
時
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点
で
の
支
給
要
件
を
見
直
し
す
る
こ
と

等
を
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
所
得
補
償

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
国
の
役
割
で

あ
り
、
都
は
、
年
金
手
当
を
一
層
充
実

す
べ
き
と
、
他
の
自
治
体
と
連
携
し
て
、

国
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

要
介
護
透
析
者
へ
の 

支
援
強
化
に
つ
い
て

要
請
項
目
③　

要
介
護
者
の
公
費

に
よ
る
移
送
助
成
を
し
て
下
さ
い
。

　

高
齢
化
や
合
併
症
に
よ
り
要
介

護
透
析
者
の
通
院
支
援
の
必
要
性

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
自
宅
の
ベ

ッ
ド
か
ら
透
析
施
設
の
ベ
ッ
ド
へ
、

ま
た
特
に
透
析
後
施
設
の
ベ
ッ
ド

か
ら
自
宅
の
ベ
ッ
ド
へ
の
移
送
は

介
護
者
な
し
に
は
身
動
き
出
来
な

い
状
態
の
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

週
３
回
通
院
す
る
要
介
護
透
析
者

へ
の
支
援
強
化
の
た
め
、
公
費
に

よ
る
移
送
助
成
を
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

疾
病
対
策
担
当
／　

高

齢
社
会
対
策
部　

介
護
保
険
課　

指
導

担
当通

院
送
迎
対
策
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
疾
病

以
外
の
疾
病
患
者
と
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
よ
っ
て
都
の
医
療
費

助
成
制
度
と
し
て
こ
ち
ら
に
つ
い
て
実

施
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
法
で
は
、
自
宅
と
透
析
施

設
の
移
送
に
つ
い
て
は
、
訪
問
介
護
に

於
け
る
通
院
等
の
た
め
の
乗
車
ま
た
は

降
車
の
介
助
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
透
析
施
設
等
の
病
院
内
に
お
け
る

介
助
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
き

ま
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
平
成
２２

年
に
通
知
が
出
て
お
り
ま
し
て
区
市
町

村
が
個
別
の
状
態
で
判
断
す
る
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。

要
請
項
目
④　

透
析
医
療
施
設
と

併
設
の
介
護
施
設
の
増
設
を
さ
ら

に
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　

透
析
患
者
の
中
で
高
齢
の
方
ほ

ど
自
力
通
院
の
比
率
が
下
が
り
ま

す
。
今
後
高
齢
化
は
進
み
通
院
問

題
は
深
刻
化
し
ま
す
が
、
増
加
す

る
介
護
の
必
要
な
透
析
患
者
の
老

後
対
策
と
し
て
、
透
析
医
療
施
設

と
併
設
の
介
護
施
設
を
増
や
す
施

策
を
引
き
続
き
推
進
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
高
齢
社
会
対
策

部　

施
設
支
援
課　

施
設
運
営
担
当

東
京
都
は
、
高
齢
者
が
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
適
切
な
医
療
、
介
護
、

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
に
つ
い

て
は
、「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
平

成
３７
年
度
ま
で
に
３
０
，
０
０
０
床
、

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
を
同
様
に

６
２
，
０
０
０
床
、「
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
も
同
様
に
２
０
，

０
０
０
床
の
計
画
を
立
て
ま
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
区

市
町
村
と
連
携
し
、
整
備
が
進
ん
で
い

な
い
地
域
で
の
設
置
を
促
進
す
る
な
ど
、

地
域
偏
在
の
緩
和
・
解
消
と
東
京
都
全

体
の
整
備
水
準
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

要
請
項
目
⑤　

療
養
病
床
増
床
計

画
を
さ
ら
に
推
進
し
て
下
さ
い
。

　

国
の
一
般
病
床
特
定
除
外
制
度

の
廃
止
に
よ
り
、
高
齢
の
透
析
患

者
の
長
期
入
院
の
受
け
皿
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
療
養
病
床
確
保
の

た
め
東
京
都
が
進
め
る
療
養
病
床

増
床
計
画
、
特
に
不
足
し
て
い
る

回
復
期
の
増
床
計
画
を
引
き
続
き

推
進
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
医
療
政
策
部　

医
療
政
策
課　

地
域
医
療
対
策
担
当

東
京
都
は
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現

に
向
け
た
、
病
床
機
能
の
分
科
及
び
連

携
を
推
進
す
る
為
に
、
地
域
で
不
足
し

て
い
る
病
床
機
能
の
整
備
や
転
換
を
行

う
医
療
機
関
に
対
し
ま
し
て
、
改
修
、

改
築
等
の
施
設
に
設
備
準
備
費
、
開
設

準
備
経
費
等
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
、
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
等
の
整

備
を
行
な
う
医
療
機
関
に
対
し
て
財
政

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
地
域
医
療
構
成
調
整
会

議
の
議
論
等
を
踏
ま
え
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
病
院
の
機
能
分
科
や
連
携
を
推

進
す
る
為
の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

要
請
項
目
⑥　

腎
臓
病
患
者
介
護

に
関
す
る
、
研
修
、
認
定
等
の
制

度
を
設
け
て
下
さ
い
。

　

要
介
護
透
析
者
に
と
っ
て
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
及
び
ヘ
ル
パ
ー
の
方

々
が
腎
臓
病
患
者
の
飲
食
等
生
活

に
関
す
る
注
意
事
項
を
理
解
し
て

い
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

東
京
都
は
腎
臓
病
関
連
医
師
団
体

等
と
連
携
し
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
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に
対
す
る
腎
臓
病
患
者
介
護
に
関

す
る
研
修
の
強
化
及
び
認
定
等
の

制
度
を
設
け
、
透
析
者
が
安
心
し

て
介
護
を
受
け
ら
れ
る
様
に
し
て

下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
高
齢
社
会
対
策

部　

介
護
保
険
課　
　

ケ
ア
マ
ネ
支
援

担
当東

京
都
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
介
護

支
援
専
門
員
の
法
定
研
修
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
見
直
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
資

格
登
録
時
に
受
講
す
る
研
修
に
お
き
ま

し
て
、
腎
臓
病
の
特
性
や
留
意
点
に
つ

い
て
講
義
を
行
う
事
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
都
は
、
そ
の
研
修
が
適
切
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ 

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑦　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
予
算
化
を
し
て
下
さ

い
。

　

１
３
０
０
万
人
以
上
と
も
い
わ

れ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
方
々
が
透
析

を
受
け
る
状
態
に
陥
ら
な
い
た
め

に
も
、
東
京
都
が
推
進
し
て
い
る

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

さ
ら
な
る
予
算
強
化
、
お
よ
び
特

定
検
診
の
項
目
に
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

・
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
項
目
を
加
え
て
下

さ
い
。
ま
た
長
期
的
な
意
味
で
の

予
防
の
為
に
、
都
内
の
小
中
高
校

の
時
期
か
ら
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い

て
、
検
尿
・
血
液
検
査
等
の
健
康

診
断
・
食
事
指
導
等
を
盛
り
込
ん

だ
教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
て
下
さ

い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

疾
病
対
策
推
進
担
当
／

保
健
政
策
部　

健
康
推
進
課　

成
人
保

険
担
当
／　

教
育
庁
／
地
域
教
育
支
援

部　

義
務
教
育
課

東
京
都
は
、
こ
れ
ま
で
慢
性
腎
臓
病

対
策
と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
ほ
っ

と
け
な
い
ぞ
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
を
運
営
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
掛
か
り
つ
け
医
、

患
者
さ
ん
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
・
配
布
な
ど
を
し
て
、「
早
期
発
見
」

「
早
期
治
療
」
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
対

す
る
、
基
本
知
識
の
普
及
を
図
り
「
早

期
発
見
」「
重
症
化
予
防
」
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

特
定
検
査
項
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
特
定
健
康
診
査
及

び
特
定
健
康
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
を
一
部
改
正
し
て
お
り
、
平
成
３０
年

４
月
か
ら
特
定
検
診
の
項
目
に
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
診
断
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校

保
健
安
全
法
第
１３
条
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
慢
性
腎
臓
病
・
糖
尿
病
の
早
期
発

見
・
適
切
な
治
療
と
管
理
を
受
け
さ
せ

将
来
の
疾
病
の
重
症
化
を
予
防
す
る
為

に
実
施
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

血
液
検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
時

点
で
は
学
校
保
健
安
全
法
令
で
検
査
項

目
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

法
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
中
で
の
導

入
は
、
困
難
で
す
。

教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
貴

重
な
意
見
と
し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

要
請
項
目
⑧
「
腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い
」
の
支
援
強
化
を
し

て
下
さ
い
。

　

「
第
３０
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都

民
の
集
い
」
は
２
０
１
９
年
２
月

１０
日
（
日
）
東
京
都
と
共
催
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
２

０
１
９
年
秋
に
透
析
患
者
の
体
験

を
活
か
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
都

民
、
患
者
お
よ
び
そ
の
関
係
の
方

々
に
一
層
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
ま

透
析
患
者
へ
の 

大
災
害
対
策
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑪　

確
実
な
透
析
患
者

の
情
報
取
得
手
段
を
明
示
し
て
下

さ
い

　

大
災
害
発
生
時
は
自
助
、
共
助

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
透
析

患
者
は
前
回
の
透
析
か
ら
次
回
の

透
析
ま
で
５
日
程
度
が
限
界
と
な

り
ま
す
。
災
害
発
生
時
、
東
京
３

０
，
０
０
０
名
超
の
透
析
者
の
う

ち
５
，
０
０
０
名
程
度
の
患
者
が

透
析
難
民
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

透
析
患
者
一
人
一
人
の
災
害
時
へ

の
関
心
事
は
具
体
的
な
も
の
で
す
。

東
京
都
は
災
害
時
に
お
け
る
「
透

析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
て
、
透
析
難
民
に
対
す
る
災

害
時
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
透
析
患
者
の
心
得
を
説
明
し

て
い
ま
す
が
、
透
析
患
者
は
災
害

発
生
時
、
最
終
的
に
避
難
所
に
行

き
ま
す
。
そ
の
時
、
確
実
な
情
報
、

透
析
可
能
な
施
設
、
そ
こ
へ
の
通

院
の
可
否
と
手
段
、
そ
し
て
女
性
、

子
供
な
ど
へ
の
特
別
な
措
置
等
の

情
報
取
得
を
で
き
る
よ
う
に
区
市

す
よ
う
に
、
従
来
か
ら
の
広
報
に

加
え
更
な
る
電
波
媒
体
の
使
用
も

含
め
た
一
層
の
広
報
活
動
強
化
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
引
き
続
き

東
京
都
の
施
設
を
会
場
と
し
て
使

用
さ
せ
て
下
さ
る
と
と
も
に
、
経

済
的
支
援
も
考
え
た
費
用
の
予
算

化
を
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　
　

疾
病
対
策
推
進
担
当

「
腎
臓
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
の

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
東
京
都
は
毎

年
、
東
京
腎
臓
病
協
議
会
と
協
定
書
を

結
び
、
役
割
分
担
を
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
東

京
都
は
「
広
報
東
京
都
」「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
に
開
催
掲
載
の
案
内
を
す
る
と

と
も
に
ラ
ジ
オ
番
組
で
も
周
知
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
区
市
町
村

や
都
の
保
健
所
に
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
広
く
周
知
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
平
成
３１
年
２
月
１０
日

（
日
）
に
開
催
す
る
と
い
う
事
で
都
民

ホ
ー
ル
の
予
約
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

又
、
新
た
に
秋
頃
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
の
会
場
確
保
の
協
力
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
場
の
予
約
が
早
く

か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、
日
時
を
早
め
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に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
予
約
状
況
が

激
し
い
の
で
お
取
り
で
き
る
か
と
い
う

事
は
お
約
束
で
き
な
い
こ
と
を
ご
承
知

お
き
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

腎
臓
病
患
者
の 

救
急
医
療
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑨　

人
工
透
析
可
能
な

救
急
医
療
体
制
の
整
備
と
強
化
を

し
て
下
さ
い

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
起

因
す
る
、
心
血
管
系
疾
患
や
人
工

透
析
に
よ
る
心
筋
梗
塞
や
脳
血
管

系
疾
患
等
の
病
状
急
変
に
備
え
て
、

人
工
透
析
可
能
な
救
急
医
療
体
制

の
整
備
と
強
化
を
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
医
療
政
策
部　

医
療
政
策
課　
　

救
急
医
療
担
当

東
京
都
で
は
、
心
血
管
系
疾
患
や
心

筋
梗
塞
、
脳
血
管
系
疾
患
等
の
病
状
急

変
が
あ
っ
た
場
合
に
於
い
て
は
、
ど
ん

な
症
状
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
そ
の
症
状
に
応
じ
た
適
切

な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
救
急
医

療
体
制
を
目
指
し
て
、
保
健
医
療
計
画

を
作
成
し
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
対

し
て
医
療
機
器
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
透
析
に
関
係
す
る
様
々
な
機
材

を
整
備
す
る
病
院
が
あ
り
ま
し
て
補
助

金
で
整
備
し
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
救
急
の
病
院
が
都
内
に
３
０

０
位
あ
り
ま
す
が
、
数
が
多
い
の
で
毎

年
全
て
の
病
院
に
補
助
と
は
い
か
な
い

の
で
す
が
、
順
番
に
同
じ
様
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

要
望
項
目
⑩　

透
析
医
療
の
安
全

に
つ
い
て
行
政
指
導
を
強
化
し
て

下
さ
い

　

表
に
現
れ
な
い
医
療
ミ
ス
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
透
析
病
院
の
医
療

法
の
遵
守
及
び
安
全
管
理
体
制
の

整
備
状
況
を
定
期
的
に
調
査
し
患

者
本
位
の
医
療
を
目
指
し
、
透
析

医
療
ミ
ス
や
医
療
事
故
防
止
と
感

染
症
対
策
の
行
政
指
導
を
確
実
に

実
行
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
医
療
政
策
部　

医
療
安
全
課　
　

指
導
調
整
担
当

東
京
都
は
病
院
に
対
し
て
、
医
療
従

事
者
数
の
確
保
等
医
療
法
の
遵
守
及
び

医
療
安
全
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、

定
期
的
な
立
ち
入
り
検
査
で
助
言
・
指

導
を
行
い
、
医
療
安
全
対
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

透
析
医
療
を
行
っ
て
い
る
病
院
に
対

し
て
は
、「
透
析
医
療
に
お
け
る
適
切

な
管
理
」
を
検
査
項
目
と
し
て
、
透
析

操
作
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ

れ
て
い
る
事
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容

や
遵
守
状
況
に
つ
い
て
医
療
従
事
者
か

ら
聞
き
取
り
や
病
棟
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
っ

て
確
認
し
必
要
に
応
じ
て
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

医
療
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
、
病
院

か
ら
報
告
や
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
立
ち
入
り
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
際
は
事
故
発
生
時
の
状
況
、

原
因
分
析
、
事
故
発
生
後
の
病
院
の
対

応
、
再
発
防
止
策
等
が
適
切
か
つ
組
織

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
検
査
を
し
て
、

医
療
安
全
確
保
の
取
り
組
み
の
更
な
る

強
化
に
つ
い
て
助
言
・
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
重
点

検
査
項
目
を
設
け
て
指
導
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
器
材
の
処
理
方

法
、
清
潔
区
域
に
於
け
る
注
射
準
備
等

に
つ
い
て
病
院
内
を
ラ
ウ
ン
ド
し
て
担

当
者
に
助
言
・
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
透
析
医
療
の
安
全
確
保
及
び

感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
医
療
法
に

基
づ
く
立
ち
入
り
検
査
に
よ
っ
て
適
切

な
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

透
析
患
者
へ
の 

大
災
害
対
策
に
つ
い
て

要
請
項
目
⑪　

確
実
な
透
析
患
者

の
情
報
取
得
手
段
を
明
示
し
て
下

さ
い

　

大
災
害
発
生
時
は
自
助
、
共
助

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
透
析

患
者
は
前
回
の
透
析
か
ら
次
回
の

透
析
ま
で
５
日
程
度
が
限
界
と
な

り
ま
す
。
災
害
発
生
時
、
東
京
３

０
，
０
０
０
名
超
の
透
析
者
の
う

ち
５
，
０
０
０
名
程
度
の
患
者
が

透
析
難
民
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

透
析
患
者
一
人
一
人
の
災
害
時
へ

の
関
心
事
は
具
体
的
な
も
の
で
す
。

東
京
都
は
災
害
時
に
お
け
る
「
透

析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
て
、
透
析
難
民
に
対
す
る
災

害
時
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
透
析
患
者
の
心
得
を
説
明
し

て
い
ま
す
が
、
透
析
患
者
は
災
害

発
生
時
、
最
終
的
に
避
難
所
に
行

き
ま
す
。
そ
の
時
、
確
実
な
情
報
、

透
析
可
能
な
施
設
、
そ
こ
へ
の
通

院
の
可
否
と
手
段
、
そ
し
て
女
性
、

子
供
な
ど
へ
の
特
別
な
措
置
等
の

情
報
取
得
を
で
き
る
よ
う
に
区
市
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町
村
に
周
知
し
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　
　

疾
病
対
策
担
当

災
害
時
に
お
き
ま
し
て
、
確
実
な
情

報
を
必
要
な
方
に
届
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
非
常
に
重
要
な
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
東
京
都
の
作
成
し
た
「
災

害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
あ
る
い
は
セ
ッ
ト
で
作
成
し
ま

し
た
「
災
害
時
透
析
患
者
カ
ー
ド
」
の

内
容
を
参
考
に
災
害
時
の
透
析
患
者
の

方
の
支
援
へ
の
指
針
等
を
策
定
し
て
い

る
区
市
町
村
も
出
て
き
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
透
析
患
者
の
方

が
避
難
所
で
必
要
な
情
報
を
取
得
で
き

る
よ
う
に
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
区

市
町
村
に
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

再
生
医
療
と 

臓
器
移
植
に
つ
い
て

要
望
項
目
⑫　

再
生
医
療
の
研
究

を
推
進
し
て
下
さ
い

　

透
析
患
者
は
、
腎
移
植
を
行
わ

な
い
限
り
、
原
則
週
３
回
４
時
間

以
上
の
透
析
を
終
生
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
大
き

な
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
い
続

発
症
機
序
の
解
析
及
び
疾
患
の
原
因
と

な
る
異
変
を
修
正
し
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に

よ
る
細
胞
治
療
法
の
開
発
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

要
望
項
目
⑬
「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す

　

「
第
３８
回
臓
器
移
植
普
及
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
本
年
１０
月
７

日
（
日
）
に
上
野
恩
賜
公
園
で
行

い
ま
す
。
共
催
と
言
う
立
場
か
ら
、

よ
り
一
層
の
東
京
都
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
１０
月
１４

日
（
日
）
に
銀
座
で
行
わ
れ
ま
す

「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ

ン
パ
レ
ー
ド
」
に
後
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

献
血
移
植
対
策
担
当

１０
月
の
「
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
共
催
者
と
し
て
、
東
京

腎
臓
病
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
作
成
や

配
布
を
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
１０
月
１４
日
の
「
臓
器
移
植
推

進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
」
に
つ

い
て
は
、
後
援
と
い
う
形
で
ご
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
労
支
援
に
つ
い
て

要
望
項
目
⑭　

内
部
障
害
者
の
雇

用
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
下
さ

い
　

透
析
患
者
を
は
じ
め
内
部
障
害

者
の
社
会
参
加
に
向
け
て
、
企
業

向
け
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種

助
成
制
度
の
実
施
等
雇
用
環
境
整

備
の
確
保
を
継
続
・
推
進
し
て
下

さ
い
。

回
答　

産
業
労
働
局
／
雇
用
就
業
部　

就
業
推
進
課　
　

障
害
者
雇
用
促
進
担

当
腎
機
能
障
害
者
の
方
を
は
じ
め
内
部

障
害
者
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
雇
用
管

理
上
の
配
慮
事
項
と
し
て
、
勤
務
時
間

等
の
配
慮
が
必
要
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

産
業
労
働
局
で
は
、「
障
害
者
雇
用
促

進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
を
し
て
い

ま
し
て
、
内
部
障
害
の
方
の
説
明
、
配

慮
事
項
を
記
載
し
た
り
、
そ
し
て
障
害

者
雇
用
制
度
、
支
援
機
関
等
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
の
理
解
、
促

進
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
３０
年
度
も
３

０
，
０
０
０
部
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
ま
し
て
、
障
害
者
雇
用
の
普
及
啓

発
の
た
め
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
区
市
町
村

け
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
最

近
研
究
の
進
ん
で
い
る
再
生
医
療

は
私
達
透
析
患
者
に
と
っ
て
希
望

の
星
で
あ
り
ま
す
。
特
に
若
い
世

代
の
患
者
の
為
に
も
１
日
も
早
く

腎
再
生
が
実
現
す
る
様
、
東
京
都

も
さ
ら
に
再
生
医
療
の
研
究
を
推

進
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
平
成
２８

年
度
か
ら
の
再
生
医
療
の
基
礎
研

究
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
下
さ
い
。

回
答　

福
祉
保
健
局
／
総
務
部　

企
画

政
策
課　

事
業
推
進
担
当
／
保
健
政
策

部　

疾
病
対
策
課　

疾
病
対
策
担
当
／

保
健
政
策
部　

疾
病
対
策
課　

献
血
移

植
対
策
担
当

東
京
都
で
は
、
透
析
を
受
け
て
い
る

方
と
透
析
治
療
開
始
前
の
方
で
移
植
を

希
望
す
る
方
が
、
Ｊ
Ｏ
Ｔ
（
日
本
臓
器

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
移
植
登
録
を

希
望
す
る
事
に
対
す
る
、
検
査
費
の
一

部
を
助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。再

生
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京

都
医
学
総
合
研
究
所
に
お
き
ま
し
て
、

平
成
２８
年
度
か
ら
再
生
医
療
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
変

性
疾
患
モ
デ
ル
作
製
に
よ
る
、
疾
患
の



都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、

３
日
間
で
行
い
、
東
腎
協
か
ら
は
、
７

月
２６
日
（
木
）
は
、
古
暮
、
榊
原
、
梅

原
、
酒
井
、
中
野
、
板
橋
の
理
事
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
３１
日
（
火
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

は
、
古
暮
、
梅
原
、
榊
原
、
中
野
、
三

好
、
板
橋
の
理
事
６
名
が
参
加
し
ま
し

た
。９

月
６
日
（
木
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

は
、
古
暮
、
梅
原
、
榊
原
、
酒
井
、
中

野
、
三
好
、
板
橋
の
７
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

各
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
東
腎
協
か
ら

就
労
支
援
機
関
、
企
業
等
に
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
９
月
１２
日
（
水
）
に
福
祉
保

健
局
や
国
の
機
関
で
あ
る
東
京
労
働
局

と
連
携
い
た
し
ま
し
て
、
中
小
企
業
の

た
め
の「
障
害
者
雇
用
支
援
フ
ェ
ア
ー
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
て

「
障
害
者
雇
用
促
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
配
布
し
て
ピ
ア
ー
ル
し
た
い
と
思
い

ま
す
。福
祉
保
健
局
で
の
ブ
ー
ス
で「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
」
の
ピ
ア
ー
ル
を
さ
せ
て

頂
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
度
創
設
し
ま
し
た
、
東

京
都
独
自
の
助
成
金
と
し
て
、
難
病
や

が
ん
患
者
の
方
の
治
療
と
仕
事
の
両
立

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を

支
援
す
る
た
め
の
奨
励
金
制
度
を
つ
く

っ
て
お
り
ま
す
。「
東
京
都
難
病
・
が

ん
患
者
就
労
支
援
奨
励
金
」
と
い
う
も

の
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
中
小

企
業
が
難
病
や
が
ん
の
方
を
休
職
し
た

後
、復
職
さ
せ
６
ヶ
月
雇
用
し
た
場
合

に
、
そ
の
方
々
が
２０
時
間
以
上
働
い
て

い
る
場
合
は
一
人
に
つ
き
６０
万
円
。
１０

時
間
以
上
２０
時
間
未
満
の
労
働
時
間
の

場
合
は
一
人
に
つ
き
４０
万
円
を
助
成
金

と
し
て
支
給
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
各
種
助
成
制
度
を
実
施

し
て
い
く
と
共
に
障
害
者
雇
用
支
援
フ

ェ
ア
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
雇
用

環
境
整
備
の
重
要
性
を
理
解
し
て
頂
く

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ

ル
障
）
の
新
規
適
用
７０
歳
未
満
の
年
齢

制
限
撤
廃
」「
各
種
医
療
費
助
成
制
度

の
維
持
継
続
」「
高
齢
化
に
伴
う
通
院

移
送
問
題
」「
社
会
貢
献
活
動
で
あ
る

Ｃ
Ｋ
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
」「
透
析
患
者

へ
の
大
災
害
時
の
情
報
取
得
」
等
を
大

き
な
重
点
項
目
と
し
て
予
算
要
請
項
目

の
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。

各
党
と
も
、
熱
心
に
、
真
剣
に
要
請

内
容
に
質
問
し
て
き
ま
し
た
。
特
に

「
療
養
病
床
増
床
計
画
の
実
態
状
況
」

「
透
析
患
者
の
透
析
導
入
年
齢
、
患
者

の
平
均
年
齢
」
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日
程
・
時
間
割

７
月
２６
日
（
木
）

１３
時
～
１３
時
３０
分

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議
団

都
議
会
議
事
堂
６
Ｆ　

第
一
会
議
室

７
月
３１
日
（
火
）

１０
時
～
１０
時
３０
分

都
議
会
公
明
党

都
議
会
議
事
堂
２
Ｆ　

第
三
談
話
室

９
月
６
日
（
木
）

１０
時
～
１０
時
５０
分

日
本
共
産
党
東
京
都
議
団

都
議
会
議
事
堂
５
Ｆ　

日
本
共
産
党

控
室

１３
時
２０
分
～
１３
時
４０
分

都
議
会
立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ

都
議
会
議
事
堂
６
Ｆ　

南
側
控
室
１

１４
時
２０
分
～
１４
時
４０
分

東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

都
議
会
議
事
堂
２
Ｆ　

第
二
会
議
室

都
議
会
各
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
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「
首
都
直
下
型
大
災
害
時
透
析
患
者
難

民
５
０
０
０
人
想
定
」

「
介
護
施
設
で
透
析
可
能
な
所
は
何
処

な
の
か
」
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
日
常
的
に
懇
談
要
請
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都議会各党ヒアリング

写真で見る

７月２６日（木）

都民ファーストの会
東京都議団

９ 月 ６ 日（木）
日本共産党東京都議団（写真・右）
都議会立憲民主党・民主クラブ
� （写真・右下）

東京都議会自由民主党�（写真・左下）

７ 月３１日（火）

都議会公明党
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長
期
透
析
ゆ
え
の
合
併
症

①
副
甲
状
腺
（
上
皮
小
体
）
手
術
Ｐ

Ｔ
Ｘ（
一
部
を
左
上
腕
部
に
移
植
し
た
）

を
、
２６
年
近
く
前
に
行
い
ま
し
た
。
Ｐ

Ｔ
Ｈ
が
上
が
り
二
次
性
の
副
甲
状
腺
機

能
亢
進
症
に
な
る
と
骨
か
ら
リ
ン
や
カ

ル
シ
ウ
ム
を
血
中
に
補
う
た
め
骨
代
謝

速
度
が
増
加
し
、
骨
が
も
ろ
く
な
り
骨

折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
リ
ン
と
カ
ル

シ
ウ
ム
が
骨
以
外
の
臓
器
に
石
灰
化
し

て
沈
着
す
る
こ
と
を
異
所
性
石
灰
化
と

言
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
関
節
な
ど
が

痛
み
ま
す
。
血
管
に
沈
着
す
る
と
動
脈

硬
化
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
２
０
０
８

年
（
平
成
２０
年
）
レ
グ
パ
ラ
と
い
う
薬

が
出
て
き
て
か
ら
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｘ
（
副
甲

状
腺
摘
出
手
術
）
は
少
な
く
な
り
、
内

科
的
治
療
が
主
流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
今
、リ
ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

た
め
に
２
０
０
９
年
（
平
成
２１
年
）
に

出
た
ホ
ス
レ
ノ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

②
手
根
管
症
候
群
の
手
術
は
、
１６
年

前
に
両
手
を
手
術
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

し
ば
ら
く
た
っ
て
２
０
１
０
年
（
平
成

２２
年
）
の
５
月
に
右
手
、
９
月
に
左
手

を
再
手
術
し
ま
し
た
。２
０
１
６
年（
平

成
２８
年
）５
月
に
左
手
の
再
々
手
術（
４

指
の
腱
抜
去
）、
２
０
１
７
年
（
平
成

２９
年
）
５
月
に
右
手
の
再
々
手
術
（
４

指
の
腱
抜
去
）
を
行
い
ま
し
た
。
透
析

を
す
る
と
、
血
液
中
の
蛋
白
質
の
一
部

（
β
２
―
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
）
が
充

分
に
排
泄
さ
れ
ま
せ
ん
。
透
析
年
数
が

長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
が
ア
ミ

ロ
イ
ド
と
い
う
物
質
に
変
化
し
て
い
き
、

や
が
て
骨
や
関
節
に
沈
着
し
ま
す
。
手

根
管
症
候
群
は
、
手
首
に
位
置
す
る
、

手
根
管
と
い
う
神
経
が
ま
と
ま
っ
て
通

っ
て
い
る
箇
所
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
溜
ま

っ
て
い
き
、
神
経
を
圧
迫
し
て
、
手
の

し
び
れ
や
痛
み
、
握
力
の
低
下
な
ど
の

症
状
が
出
ま
す
。

③
右
の
腎
臓
に
癌
が
見
つ
か
り
２
０

０
３
年
（
平
成
１５
年
）
８
月
に
摘
出
手

術
を
し
た
。
腎
臓
に
癌
が
有
る
と
い
わ

れ
て
も
す
ぐ
に
手
術
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
神
経
質
な
私
は
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
画
像
診
断
だ
け
が
決
め
手
と
い
う
こ

と
も
あ
り
慎
重
に
見
極
め
よ
う
と
思
い

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
か
け
ま
し
た
。

こ
の
癌
の
タ
イ
プ
は
進
行
が
遅
い
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
時
間
を
か
け
て
調
べ

て
も
ら
い
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
も

癌
の
可
能
性
が
高
い
と
診
断
が
出
た
の

で
手
術
を
行
い
ま
し
た
。（
私
の
友
人

に
摘
出
手
術
し
て
後
で
調
べ
て
み
た
ら

癌
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
）

④
合
併
症
の
中
で
も
私
を
一
番
悩
ま

し
て
い
る
の
は
、
冠
動
脈
の
石
灰
化
で

す
。
１
９
９
７
年
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
を
は
じ
め
て
か
ら
今
ま
で
１０
回
以
上

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

詰
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
バ
ル
ー
ン
で

拡
げ
た
り
石
灰
化
し
た
と
こ
ろ
を
ロ
ー

タ
ブ
レ
ー
タ
ー
で
削
っ
た
り
し
て
ス
テ

ン
ト
と
い
う
金
具
を
３
箇
所
に
入
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
動
脈
弁
も
石
灰
化

の
た
め
に
、
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
２

０
０
５
年
（
平
成
１７
年
）
６
月
に
大
動

脈
弁
置
換
術
（
オ
ン
エ
ッ
ク
ス
２３
ミ
リ

の
人
工
弁
を
使
用
）
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
手
術
は
先
ご
ろ
天
皇
陛
下
の
バ
イ

パ
ス
手
術
で
も
有
名
に
な
っ
た
順
天
堂

医
院
の
天
野
教
授
に
執
刀
し
て
い
た
だ

き
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

翌
年
２
０
０
６
年
（
平
成
１８
年
）
４
月

に
は
、
や
は
り
石
灰
化
の
た
め
に
左
足

の
動
き
が
悪
く
な
り
、
下
腹
部
の
左
総

腸
骨
動
脈
に
ス
テ
ン
ト
を
入
れ
ま
し
た
。

最
近
の
出
来
事

今
年
（
２
０
１
７
年
）
は
、
い
ろ
い

ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
暮

れ
か
ら
頭
と
右
の
額
に
か
け
て
の
帯
状

疱
疹
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
に

行
っ
た
手
根
幹
手
術
の
後
に
透
析
中
の

③
透
析
45
年
︱
避
け
て
通
れ
な
い
合
併
症

いとが・ひさお　東腎協監事

糸
賀
久
夫
の

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い
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パ
リ
ン
を
フ
サ
ン
に
切
り
替
え
た
と
こ

ろ
激
し
い
副
作
用
に
あ
い
透
析
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
５
月
１７

日
順
天
堂
医
院
に
緊
急
し
ま
し
た
。
原

因
が
フ
サ
ン
に
あ
る
と
わ
か
り
ヘ
パ
リ

ン
に
戻
し
て
か
ら
は
辛
い
症
状
は
消
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
好
酸
球
数
値
が
異

常
に
上
が
っ
て
し
ま
い
（
４
万
台
）
そ

の
原
因
が
ハ
ッ
キ
リ
き
り
し
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
マ
ル
ク
（
髄
液
採
取
）
ま
で

し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
や
が
て
正
常
範
囲
に
入
り
６

月
１５
日
に
退
院
し
ま
し
た
。（
入
院
中

に
行
っ
た
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
で
冠

動
脈
の
一
部
に
狭
窄
が
見
つ
か
り
近
い

う
ち
に
手
術
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
）８

月
２４
日
の
夕
方
、
自
転
車
で
転
倒

し
左
の
肋
骨
４
本
骨
折
、
左
膝
打
撲
、

右
肘
打
撲
の
け
が
を
負
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
期
に
新
宿
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
池

袋
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
転
院
し
ま
し
た
。

そ
の
間
は
自
宅
療
養
で
済
ま
し
て
お
り

ま
し
た
。

９
月
１２
日
、
腹
痛
と
発
熱
に
悩
ま
さ

れ
順
天
堂
医
院
の
救
急
外
来
を
受
診
し

ま
し
た
。諸
検
査
の
結
果
、緊
急
手
術
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
腹
し
て

み
る
と
胆
の
う
に
穴
が
開
い
て
い
て
腹

膜
炎
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
急
性
汎

発
性
腹
膜
炎
手
術
、
胆
の
う
摘
出
術
が

行
わ
れ
１０
時
間
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
そ
う

で
す
。
一
時
は
危
篤
状
態
に
陥
り
ま
し

た
が
運
よ
く
一
命
を
取
り
留
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
手
術
の
中

で
も
一
番
し
ん
ど
い
体
験
で
し
た
。
先

生
方
の
治
療
の
甲
斐
合
っ
て
１０
月
７
日

に
無
事
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
い
こ
と
に
１１
月
２６
日
に
歩

道
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
躓
き
再
び
転

倒
し
て
前
回
よ
り
も
上
部
の
肋
骨
を
２

本
骨
折
し
、
右
手
の
薬
指
に
ひ
び
が
入

っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
分

体
力
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
少

し
ず
つ
体
力
の
回
復
を
は
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
を
大
切
に
生
き
る

私
も
、
１２
月
（
２
０
１
７
年
）
で
透

析
歴
４５
年
に
な
り
ま
す
。
合
併
症
は
、

透
析
の
技
術
が
進
歩
し
た
と
は
い
え
、

長
期
透
析
患
者
に
と
っ
て
は
症
状
の
違

い
は
あ
っ
て
も
避
け
て
と
お
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
病
院
と
患
者
は
車
の
両
輪
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
病
院
は
、
患
者
に
あ

っ
た
充
分
な
透
析
を
行
い
、
患
者
は
、

自
己
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
こ

と
が
ど
こ
ま
で
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

医
者
選
び
も
寿
命
の
う
ち
で
す
。
賢
い

患
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
透
析
人
生
も

捨
て
た
も
の
じ
ゃ
ぁ
～
な
い
で
す
よ
。

日
本
の
透
析
技
術
は
、
世
界
で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
進
歩
の
お
陰
で
長
期
透
析
が

維
持
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
、

生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
し
な
が
ら

今
を
大
切
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
は
、
誰
も
が
、
生
ま
れ
、
そ
し
て

死
ん
で
い
き
ま
す
。「
大
河
の
一
滴
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
人
の
命

は
、
は
か
な
い
も
の
で
す
。
後
に
も
先

に
も
二
度
と
生
ま
れ
て
こ
な
い
こ
の
命

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
お
わ
り
）

江東区民公開講座

江東

腎臓病セミナー
もっと知ろう！
腎臓のこと

◆日時
２０１８年１１月４日（日）
◆時間
１０：００～１１：４０（受付９：３０～）

◆会場
ティアラこうとう　江東公会
堂大会議室（定員１００名）
東京都江東区住吉二丁目２８番３６号

ＴＥＬ：０３-３６３５-５５００

◆会費
無料・事前申込不要
◆問い合わせ先
ＮＰＯ法人　東京腎臓病協議会
ＴＥＬ：０３-３９４４-４０４８

１０：００～

開会・挨拶

１０：１０～

『腎臓のはたらきとＣＫＤ』
井下博之先生
（社会医療法人社団　順江会　江東病院　
腎臓内科　血液浄化センター）

１０：４０～

『透析治療と移植について』
古賀祥嗣先生
（社会福祉法人　仁生社　江戸川病院　泌
尿器科主任部長兼透析統括センター長）

会終了後　個別よろづ相談

共催
ＮＰＯ法人　東京腎臓病協議会
バクスター株式会社
後援
社会医療法人社団順江会　江東病
院
ＮＰＯ法人腎臓サポート協会
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７
月
２２
日
（
日
）
平
成
３０
年
度　

東

部
ブ
ロ
ッ
ク
第
１
回
会
員
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

会
場
は
か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ

ル
ズ
別
館
２
階　

メ
ヌ
エ
ッ
ト
で
、
１３

時
３０
分
か
ら
開
催
さ
れ
、
司
会
の
戸
倉

副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。
参
加
数
は
、
９
患
者
会
１３
名
と
付

添
い
の
奥
様
１
名
、
個
人
会
員
の
奥
様

１
名
、
理
事
の
４
名
合
計
１９
名
で
し
た
。

始
め
に
、
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
療

看
護
学
研
究
科　
　

田
中　

郁
美
さ
ん

が
「
血
液
透
析
療
法
に
お
け
る
患
者
参

加
に
対
す
る
患
者
の
認
識
と
精
神
的
Ｑ

Ｏ
Ｌ
と
の
関
連
」
研
究
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
依
頼
で
来
ら
れ
、
出
席
者

の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
に
つ

い
て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
透
析
医
療
を
取
り
巻
く
現

状
に
つ
い
て
①
平
成
３０
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
概
要
②
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
に

よ
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
③
東
京
都

透
析
医
会
設
立
④
区
部
災
害
時
透
析
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話
人
交
代
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
東
腎
協
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
①
会
員
数
・
加
盟
患
者
会
数
の
状
況

と
運
営
の
方
向
性
②
今
後
の
東
腎
協
の

運
営
方
針
に
つ
い
て
等
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
①
理
事
正
会
員
名
簿
の
更
新

②
今
年
度
の
東
腎
協
活
動
予
定
③
今
年

度
の
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
、
料
理
講

習
会
、
そ
の
他
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
病
院
が
危
機
感
を
持
っ
て
い
な
い
、

災
害
対
策
が
な
い

・
６
時
間
透
析
に
し
た
が
、
体
力
的
に

も
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
血
圧
も
下
が

り
、
透
析
後
の
食
欲
も
な
い
。
リ
ン
、

カ
リ
ウ
ム
も
高
く
、
他
に
も
病
院
に
通

院
し
て
い
る

会
員
さ
ん
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
→
長
時

間
透
析
が
誰
で
も
が
い
い
訳
で
は
な
い

と
医
師
が
言
っ
て
い
た

・
全
腎
協
と
事
務
所
を
一
緒
に
し
て

は
？

・
色
々
と
情
報
を
得
る
方
法
が
あ
る
の

で
、
東
腎
協
に
入
る
必
要
が
無
い
と
思

っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
の
で
は
？

・
情
報
発
信
の
方
法
を
考
え
る
事
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
？

９
月
２
日
（
日
）、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅

日
本
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に

て
、
透
析
医
療
関
係
者
向
け
の
「
第
１

回
東
京
都
透
析
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
東
腎
協
か
ら
は
梅
原
会

長
、
戸
倉
・
小
暮
副
会
長
、
板
橋
事
務

局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー

は
、
本
年
１
月
に
日
本
透
析
医
会
の
東

京
都
支
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た
東
京
都

式
次
第

・
本
年
度
の
活
動
報
告　

榊
原
ブ
ロ
ッ

ク
長

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
大
災
害
を
生
き
抜
く
た
め

に
』
視
聴

・
意
見
交
換
及
び
質
問
タ
イ
ム

意
見
と
し
て

・
東
難
連
の
総
会
に
も
参
加
し
た
い

・
個
人
会
員
の
退
会
連
絡
は
ど
う
把
握

し
て
い
る
の
か
？

白
坂
理
事
よ
り
→
会
費
入
金
と
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
（
連
絡
く
だ
さ
る
方
も
）。

・
透
析
中
の
運
動
方
法
を
知
り
た
い

・
災
害
講
座
に
出
席
し
た
時
に
自
分
の

ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
を
知
ら
な
い
、
飲
ん

で
い
る
薬
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
聞

い
て
い
る

個
人
会
員
交
流
会

日
時
：
９
月
９
日　

午
後
１
：
３０
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
：
３０

会
場
：
ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨
店

参
加
者
：
個
人
会
員
７
名　

理
事
４
名

司
会　

鈴
木
理
事

鈴
木
明
彦

（
高
中
腎
友
会
）

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

中
村　

博

第
１
回
会
員
交
流
会
報
告

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

災
害
対
策
委
員
長　

戸
倉
振
一

第
１
回
東
京
都
透
析
災
害

対
策
セ
ミ
ナ
ー
参
加
報
告

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

東部ブロック会員交流会
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透
析
医
会
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
疾
患

治
療
医
会
、
東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
、

中
外
製
薬
株
式
会
社
に
よ
る
共
催
で
、

東
京
透
析
研
究
会
の
後
援
に
よ
る
も
の

で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
２３
区
お
よ
び
三

多
摩
地
区
の
、
医
会
お
よ
び
臨
床
工
学

士
会
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
「
取
り
組
み
と
展

望
」
の
報
告
が
行
わ
れ
、
東
京
都
福
祉

保
健
局
保
健
政
策
部
疾
病
対
策
課
長
よ

り
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
震

災
を
経
験
し
た
病
院
の
理
事
長
か
ら

「
熊
本
震
災
を
経
験
し
て
～
災
害
時
の

行
動
と
透
析
患
者
合
併
症
管
理
ま
で

～
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
継
続
し
て
行
わ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
東
京
都
の
透
析
の
災
害

対
策
が
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
３１
年
３
月
１０
日

に
は
患
者
向
け
の
透
析
災
害
対
策
の
２３

区
を
対
象
と
し
た
区
民
公
開
講
座
を
開

催
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
東
腎
協

と
し
て
も
、
東
京
都
、
東
京
透
析
医
会
、

東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
等
と
、
日
頃

か
ら
情
報
交
換
、
情
報
共
有
、
協
力
を

し
て
い
き
災
害
対
策
を
充
実
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

９
月
上
旬
に
、
Ｊ
Ｒ
総
武
線
亀
戸
駅

東
口
改
札
か
ら
徒
歩
４
分
ほ
ど
の
京
葉

道
路
沿
い
の
江
東
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
江

東
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ワ
ー
の
７
階
に
あ
り
、

透
析
室
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

江
東
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
先
進
的
な
技
術
を
取

り
入
れ
た
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

７
月
２１
日
～
２２
日
（
日
）、
新
前
橋

駅
前
「
ホ
テ
ル
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
」
で

各
都
県
代
表
３５
名
が
出
席
し
て
、
全
腎

協
第
８３
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
は
群
腎
協
岸
根
中
毛
ブ
ロ

ッ
ク
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
水
沼
副
会

長
を
議
長
に
選
出
し
、
清
水
会
長
、
全

腎
協
の
馬
上
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
榊
原

理
事
、
梅
原
理
事
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
」
全
腎
協
金
子
常
務
理

事
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
に
一
度
の

診
療
報
酬
の
見
直
し
の
特
徴
と
し
て
、

透
析
時
間
区
分
の
見
直
し
（
４
時
間
未

満
、
４
～
５
時
間
、
５
時
間
以
上
、
６

時
間
以
上
）
と
な
り
、
施
設
の
規
模
に

よ
る
適
正
化
で
は
患
者
数
や
コ
ン
ソ
ー

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

中
村　

博

新
規
施
設
訪
問

特
徴
の
一
つ
と
し
て
は
、
個
室
透
析

と
充
実
し
た
付
帯
サ
ー
ビ
ス
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
室
内
の
Ｔ
Ｖ
か
ら
新
作
映
画

な
ど
が
視
聴
で
き
る
動
画
見
放
題
の
コ

ン
テ
ン
ツ
も
利
用
で
き
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
か

ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
の
無
料
送
迎
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
特
徴
は
、
先
進
的
な
透
析

医
療
機
器
が
導
入
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
、
透
析
治
療
に
お

け
る
ブ
ラ
ッ
ド
ボ
リ
ュ
ー
ム
変
化
率
を

自
動
測
定
し
、
患
者
様
の
様
態
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
ほ
か
、
併
せ

て
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス
再
循
環
率

を
測
定
す
る
こ
と
で
よ
り
効
率
の
良
い

透
析
治
療
が
で
き
ま
す
。

三
つ
目
の
特
徴
と
し
て
は
、
基
幹
病

院
と
連
携
し
た
安
全
な
医
療
の
提
供
で

す
。
近
隣
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
お

り
、
急
変
時
の
対
応
、
シ
ャ
ン
ト
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
が
可
能
で
す
。
集
中
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
施
設
全
体
の
医
療
安

全
を
適
切
に
管
理
す
る
ほ
か
感
染
対
策

及
び
予
防
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
東
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
透
析

を
お
受
け
に
な
る
方
の
状
態
に
応
じ
、

血
液
ろ
過
透
析
や
腹
膜
透
析
と
い
っ
た

一
人
一
人
に
最
適
な
透
析
療
法
の
提
供

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
見
学
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
電
話
に
て
ご
相
談
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

住
所
：�

東
京
都
江
東
区
亀
戸
６
―
４１
―

１０
江
東
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ワ
ー

電
話
：
０３
―
５
８
５
８
―
８
５
７
０

運
営
：
医
療
法
人
社
団
心
和
会

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

理
事　

酒
井
豊

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
ｉｎ
群
馬

江東透析クリニック室内（全室個室）
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ル
の
使
用
回
数
で
診
療
報
酬
が
変
わ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は

分
析
は
難
し
い
状
況
と
の
こ
と
で
し
た
。

全
腎
協
理
事
会
報
告
、
各
都
県
活
動

報
告
の
後
、
提
出
議
題
に
よ
る
討
議
に

入
り
ま
し
た
。

議
題
は
、
①
再
生
医
療
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
）
に
お
け
る
研
究
費
用
の
た
め

の
助
成
募
金
活
動
（
神
奈
川
）
＝
各
都

県
で
検
討　

②
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

あ
り
方
に
つ
い
て
（
東
京
・
埼
玉
）
＝

時
代
に
見
合
っ
た
あ
り
方
の
検
討　

③

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
意
見
を
ど
う
全

腎
協
へ
反
映
さ
せ
る
か
、
等
々
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
東
腎
協
か
ら
は
酒
井
、

こ
の
板
橋
区
民
公
開
講
座
は
、
当
会

が
「
透
析
患
者
を
増
や
さ
な
い
為
」
に

と
始
め
た
催
し
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
２４
年
３
月
２４
日
に
第
１
回
板
橋
区

民
公
開
講
座
を
開
催
し
て
か
ら
今
回
で

７
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
趣
向

を
変
え
て
、
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病

院
と
日
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
の

２
回
別
々
に
行
な
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

８
月
２５
日

開
会
：
木
村
副
会
長
兼
青
年
委
員
会
委

員
長

会
長
挨
拶
：
馬
場
会
長

２
０
１
６
年
、
２
０
１
７
年
度
の
研
修

会
の
振
り
返
り
：
大
屋
理
事

講
演
会（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
兼
ね
て
）

演
題
：
諸
課
題
解
決
の
た
め
の
国
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る　

～
ロ
ビ
イ
ン

グ
を
超
え
て
～

講
師
：
参
議
院
議
員
石
田
昌
宏
事
務
所　

政
策
秘
書　

五
反
分
正
彦
氏

①
発
表
を
受
け
て
五
反
分
氏
よ
り
意
見

並
び
に
コ
メ
ン
ト

②
講
演
を
聞
い
て
参
加
者
各
自
が
「
私

の
要
望
・
提
言
」
を
書
く

③
各
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
の
連
携
確
認

④
西
日
本
豪
雨
災
害
を
受
け
て
（
活
動

内
容
な
ど
）：
宮
本
理
事
（
岡
山
県
）

⑤
懇
親
会

８
月
２６
日

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
Ａ
グ
ル
ー
プ
か

古
木
直
之

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
板
橋
腎
友
さ
く
ら
会　

事
務
局
長
）

第
７
回
板
橋
区
民
公
開
講

座「
あ
な
た
の
腎
臓
、大
丈

夫
で
す
か
」
開
催
さ
れ
る

台
風
２４
号
の
大
雨
の
中
、
第
７
回
「
板

橋
区
民
公
開
講
座
」
慢
性
腎
臓
病
を
正

し
く
知
り
ま
し
ょ
う
「
あ
な
た
の
腎
臓
、

大
丈
夫
で
す
か
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
名
の
先
生
方
が
簡
単
に
解
か
り
や
す

く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
出
席
者

は
雨
の
中
９０
名
位
の
参
加
が
あ
り
、
事

前
申
込
は
１
５
０
名
位
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
中
外
製
薬
株
式
会
社
様
の

共
催
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
、
我
々
の

様
な
弱
小
団
体
で
は
成
り
立
た
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
２
回
目
は
、

平
成
３０
年
１１
月
４
日
（
日
）
に
会
場
：

板
橋
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
２
階
ホ
ー

ル
に
て
午
前
１０
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

中
野
、
板
橋
理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

次
回
は
１２
月
９
日
（
日
）
神
奈
川
で

行
わ
れ
ま
す
。

日
時
：
平
成
３０
年
９
月
３０
日
（
日
）

　
　
　
　

１３
時
３０
分
～
１５
時

会
場
：�

帝
京
大
学
医
学
部　

本
部
棟

２
階　

臨
床
大
講
堂

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

演
題
１
「
腎
臓
病
っ
て
な
に
？
」

講
師
：
柴
田
茂
先
生　

帝
京
大
学
医

学
部
内
科
学
講
座　

教
授

演
題
２
「
～
慢
性
腎
臓
病
と
言
わ
れ

た
ら
～
食
事
で
気
を
つ
け
る
こ
と
」

講
師
：
内
田
加
奈
江
先
生　

帝
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院　

栄
養
部

演
題
３
「
腎
臓
病
に
関
わ
る
薬
と
そ

の
注
意
点
」

講
師
：
佐
藤
真
衣
先
生　

帝
京
大
学

医
学
部
附
属
病
院　

薬
剤
部

日
時
：�

２
０
１
８
年
８
月
２５
日
（
土
）

１４
時
～
２６
日
（
日
）
１２
時

場
所
：�

ア
ワ
ー
ズ
イ
ン
阪
急
シ
ン
グ

ル
館
３
階
Ａ
会
議
室
（
品
川

区
大
井
）

全
腎
協
青
年
研
修
会
報
告
書

青
年
部
部
長　

永
見
明
子

第38回関東ブロック会議

板橋区民講座の講師の先生
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ら
Ｇ
グ
ル
ー
プ
ま
で
参
加
メ
ン
バ
ー
を

予
め
振
り
分
け
）

〈
要
望
・
提
言
を
ま
と
め
、
何
を
す
べ

き
か
を
書
く
〉

①
前
日
各
自
が
個
人
で
書
い
た
「
私
の

要
望
・
提
言
」
を
グ
ル
ー
プ
で
「
青
年

層
腎
臓
病
患
者
の
要
望
・
提
言
」
と
し

て
ま
と
め
る
②
そ
の
要
望
・
提
言
が「
国

・
都
道
府
県
・
市
町
村
・
そ
の
他
（
例
：

医
療
機
関
な
ど
）」
の
ど
の
管
轄
（
担

当
な
ど
）
な
の
か
を
考
え
振
り
分
け
て

い
く
③
要
望
・
提
言
が
実
現
す
る
た
め

に
私
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と
を
最
終
的

に
ま
と
め
る
④
発
表
用
紙
（
模
造
紙
２

枚
）
に
ま
と
め
た
も
の
を
書
き
込
む

青
年
研
修
会
の
総
評
と
閉
会
挨
拶
：
木

村
副
会
長
兼
青
年
委
員
会
委
員
長

と
進
み
、
自
民
党
の
田
中
区
議
、
衆
議

院
議
員
下
村
議
員
の
秘
書
、
共
産
党
の

山
内
区
議
、
板
橋
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
五
十
嵐
区
議
ら
に
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。
議
事
に
入
り
１
、
平
成
２９
年

度
活
動
報
告
を
古
木
事
務
局
長
に
、
２
、

平
成
２９
年
度
決
算
報
告
を
下
野
会
計
に
、

３
、
平
成
２９
年
度
会
計
監
査
報
告
を
糸

賀
会
長
に
お
願
い
し
、
３
議
事
に
つ
き

ま
し
て
質
疑
が
無
い
様
で
し
た
ら
拍
手

を
持
っ
て
承
認
し
ま
す
。
４
、
平
成
３０

年
度
活
動
方
針
（
案
）
を
糸
賀
会
長
に
、

５
、
平
成
３０
年
度
会
計
予
算
（
案
）
を

下
野
会
計
に
、
６
、
平
成
３０
年
度
新
役

員
候
補
（
案
）
を
上
田
運
営
委
員
に
お

平
成
３０
年
６
月
１７
日
（
日
）
１３
時
半

か
ら
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
６
０
１
会

議
室
に
て
、
第
２２
回
総
会
が
行
わ
れ
た
。

司
会
の
内
田
副
会
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

を
行
い
、
続
い
て
糸
賀
会
長
よ
り
会
長

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
議
長
の
選
出
で
土

屋
副
会
長
を
選
出
さ
れ
、
来
賓
挨
拶
へ

願
い
し
、
質
疑
が
無
い
様
で
し
た
ら
拍

手
を
持
っ
て
承
認
し
ま
し
た
。
議
長
が

以
上
を
持
ち
ま
し
て
議
長
を
解
任
さ
せ

て
頂
き
ま
す
と
閉
会
に
し
ま
し
た
。
１５

分
間
の
休
憩
を
し
ま
し
て
、
第
２
部
の

「
講
演
会
」
テ
ー
マ
：「
難
病
患
者
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
」
を
板
橋
区
地
域

防
災
支
援
担
当
係
長
小
山
幸
夫
氏
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

１
、
災
害
に
備
え
て
、
日
本
で
発
生

す
る
地
震
の
タ
イ
プ
、
①
プ
レ
ー
ト
境

界
で
発
生
す
る
地
震
（
東
海
地
震
、
東

南
海
地
震
、
東
日
本
大
震
災
）
②
プ
レ

ー
ト
内
で
発
生
す
る
地
震
（
三
陸
地
震
、

釧
路
沖
地
震
、
北
海
道
東
方
沖
地
震
）

③
内
陸
部
の
活
断
層
を
震
源
と
す
る
地

震
（
濃
尾
地
震
、
兵
庫
県
南
部
地
震
、

熊
本
地
震
）
と
な
り
、
近
い
将
来
、
起

こ
る
可
能
性
の
あ
る
地
震
、
東
海
地
震
、

東
京
湾
北
部
地
震
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
区
に
お
け
る
避
難

行
動
要
支
援
者
は
２０
万
人
い
て
、
難
病

患
者
は
１
４
０
０
０
人
い
ま
す
。
そ
の

中
で
要
支
援
者
の
本
人
に
同
意
確
認
を

さ
れ
た
方
は
７
０
０
０
人
位
い
ま
す
。

透
析
患
者
は
１
回
透
析
を
す
る
と
２
０

０
？
の
水
が
必
要
で
、
水
と
電
気
が
無

い
と
出
来
ま
せ
ん
の
で
優
先
的
に
供
給

し
て
も
ら
い
た
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

１０
月
２１
日
、
第
３
回
東
京
歩
こ
う
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

天
気
予
報
の
通
り
に
雲
ひ
と
つ
な
い

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
２６
名
が
初

秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
新
宿
御

苑
の
木
々
は
ま
だ
色
づ
い
て
い
な
い
も

の
の
、
こ
の
時
期
ら
し
い
爽
や
か
な
空

気
を
感
じ
な
が
ら
、
新
国
立
競
技
場
の

建
設
現
場
を
経
て
絵
画
館
前
の
ポ
プ
ラ

並
木
で
昼
食
を
と
り
、
最
終
目
的
地
の

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
ま
で
全
員
が
元
気
に

完
歩
し
ま
し
た
。
二
人
の
看
護
師
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�（
白
）

平
成
３０
年
度　

板
橋
区
難

病
団
体
連
絡
会　

第
２２
回

総
会
開
催
さ
れ
る

古
木
直
之

（
板
橋
区
難
病
団
体
連
絡
会　

事
務

局
長
）

板橋区難病団体連絡会総会

迎賓館赤坂離宮で

東
京
歩
こ
う
会
を
開
催

第
３
回
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第
１４
回
　
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

井
上
健
史

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会 

川
柳
係

６
月
１７
日
に
よ
る
第
十
四
回
川
柳
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
は
前
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
成
績

優
秀
者
十
名
で
、
六
十
句
の
応
募
の
中

か
ら
投
票
の
結
果
、
次
の
句
が
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
川
柳
で
は
一
位

か
ら
三
位
を
天
地
人
と
呼
び
、
五
客
、

秀
と
続
き
ま
す
。

テ
ー
マ
　
「
た
だ
い
ま
透
析
中
」

天　
　

髭
剃
っ
て
爪
ま
で
切
っ
て 

乗
る
秤�

ぴ
ょ
ん
太

地　
　

鬼
嫁
と
離
れ
四
時
間 

羽
根
の
び
る�

㐂
三
二

人　
　

終
了
の
曲
を
一
緒
に 

歌
い
だ
す�

森
の
く
ま
さ
ん

五
客　

今
日
も
ま
た
五
時
間
の
友 

残
り
時
間
あ
と
三
十
分
が 

長
い
こ
と�

丸
山
み
ね
子

足
の
ツ
リ
ビ
ー
ル
二
本
の 

ツ
ケ
が
来
た�

㐂
三
二

い
い
夢
を
み
て
る
の
血
圧

ス
ル
ー
し
て�

木
曽
康
子

優
し
さ
が
針
刺
し
痛
さ

我
慢
の
子�

夢
老
い
人

こ
こ
に
来
て
一
年
三
月 

過
ぎ
た
り
し�

福
田
清
子

薄
味
に
舌
を
慣
ら
せ
て 

楽
に
な
り�

五
反
田
琴
彦

あ
れ
も
だ
め
こ
れ
も
だ
め
だ
と 

な
さ
け
な
や�

加
藤
秀
利

長
き
人
我
よ
り
長
く 

堪
え
忍
ぶ�

永
森
敏
男

ま
だ
慣
れ
ぬ
針
刺
す
ま
ぎ
わ 

目
を
つ
む
る�

中
島
立
身

苦
し
さ
が
半
分
に
な
る 

愚
痴
を
吐
き�

広
河
聖
都

足
寒
し
た
だ
い
ま
透
析
中 

暑
い
夏�

草
場
ツ
ヤ

ム
カ
シ
は
ね
ジ
ー
ジ
は
す
ぐ
に 

そ
れ
を
ゆ
う�

神
野
克
之

透
析
日
楽
し
く
笑
い 

毎
日
を�

山
口
君
子

第
２
回
の
東
京
歩
こ
う
会
は
高
尾
山

で
し
た
。
高
尾
山
は
６
月
に
予
定
し
て

い
た
の
で
す
が
当
日
悪
天
候
が
予
想
さ

れ
た
の
で
直
前
に
中
止
。
今
回
は
そ
の

再
挑
戦
で
し
た
。
折
し
も
思
い
が
け
な

い
猛
暑
が
続
き
、
参
加
者
数
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
予
想
を
越
え

１２
名
が
参
加
。
高
尾
山
の
根
強
い
人
気

を
示
し
ま
し
た
。

当
日
は
集
合
時
間
の
９
時
４５
分
に
全

員
到
着
。
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
の
の
ち
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
清
滝
駅
に
移
動
。
夏

休
み
中
の
親
子
連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル

な
ど
が
目
立
ち
ま
し
た
。
一
行
は
ゆ
っ

く
り
歩
み
を
進
め
、
薬
王
院
に
参
拝
し
、

か
き
氷
で
水
分
を
補
給
す
る
な
ど
し
て
、

高
尾
山
に
行
っ
て
き
ま
し
た

�

古
暮　

宏

�

８
月
５
日（
日
）高
尾
山

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー�

木
曽
康
子

五
客　

「
終
り
ま
す
」
ナ
ー
ス
の
笑
顔

釈
迦
の
微
笑
（
え
み
） 

�

中
島
立
身

五
客　

増
え
た
日
は
体
重
計
に 

そ
っ
と
乗
る�

丸
山
み
ね
子

五
客　

新
入
り
が
つ
っ
た
つ
っ
た
で 

大
騒
ぎ�

五
反
田
琴
彦

五
客　

足
が
つ
り
こ
ら
え
き
れ
ず
に 

立
ち
上
が
る�

丸
山
み
ね
子

秀　
　

勉
強
に
あ
て
た
ら
博
士
か 

二
十
年�

木
曽
康
子

透
析
中
動
く
片
手
は 

ス
マ
ー
ト
ホ
ン�

清
水
猛

居
眠
り
と
テ
レ
ビ
で
過
ご
す 

透
析
日�

清
水
猛

痛
み
無
し
穿
刺
上
手
で 

あ
あ
楽
だ�

久
保
光
子

会
う
ご
と
に
ご
機
嫌
よ
か
と 

笑
顔
消
え�
夢
老
い
人

優
し
さ
が
透
析
室
を 

和
ま
せ
る�

広
河
聖
都

塩
分
の
制
御
で
き
な
い 

者
が
泣
く�

五
反
田
琴
彦

夕
食
の
献
立
決
め
る 

透
析
時�

大
野
滋
美

面
白
い
ド
ラ
マ
透
析 

楽
に
す
る�

広
河
聖
都

大
ジ
ョ
ッ
キ
お
代
わ
り
を
す
る

夢
を
見
た�

ぴ
ょ
ん
太

登山中の皆さん
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い
よ
い
よ
山
頂
に
到
着
。
時
に
１１
時
３０

分
。
思
い
思
い
に
持
ち
寄
っ
た
昼
食
を

と
り
な
が
ら
自
己
紹
介
な
ど
交
流
を
し

た
の
ち
、
下
山
。
清
滝
駅
近
く
の
甘
味

処
で
懇
親
会
を
持
ち
ま
し
た
。
殆
ど
の

方
が
オ
ー
ダ
ー
し
た
の
は
か
き
氷
。
な

か
に
は
お
替
り
を
し
た
ツ
ワ
モ
ノ
も
。

盛
夏
の
一
日
、
皆
さ
ん
無
事
に
帰
宅
で

き
た
「
東
京
歩
こ
う
会
」
で
し
た
。

次
回
は
１０
月
２１
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
新
宿
御
苑
、
新
国
立
競
技
場
の
工

事
現
場
を
巡
り
神
宮
外
苑
銀
杏
並
木
で

昼
食
を
と
り
、
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
ま
で

の
道
の
り
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご

参
加
下
さ
い
。

臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
し
て

（
あ
け
ぼ
の
会
）
小
柳
啓
一

東
京
女
子
医
大　

移
植
者
の
会

１０
月
７
日
（
日
）、
上
野
公
園
で
行

わ
れ
た
「
第
３８
回
臓
器
移
植
普
及
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

（
終
了
時
点
で
、
当
会
か
ら
は
合
計
で

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
）

東
京
は
３０
度
を
超
え
る
真
夏
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
カ
ー
ド
を

受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
何
名
か
の
方
に
は
私
自
身
が

臓
器
移
植
を
受
け
た
事
を
伝
え
ま
し
た

が
、
我
々
が
元
気
で
カ
ー
ド
を
配
る
姿

に
驚
か
れ
る
と
同
時
に
、
多
少
な
り
と

も
移
植
医
療
の
素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
多
く
が
苦
し
い
透
析
時
代

を
乗
り
越
え
て
移
植
医
療
に
た
ど
り
着

き
、
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

我
々
の
活
動
を
通
じ
て
、
同
じ
病
気

で
苦
し
む
多
く
の
待
機
者
の
皆
様
を
一

人
で
も
救
う
こ
と
が
、
我
々
の
使
命
の

一
つ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と

白
坂
徹
夫

（
個
人
会
員
・
理
事
）

前
号
２
２
２
号
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
は

私
の
当
番
で
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
終

戦
前
後
の
私
の
出
生
や
外
地
か
ら
の
引

き
揚
げ
の
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、何
人
か
の
方
か
ら
「
記
事
を
見
た
」

と
ご
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
ご
自
身
や
ご
家
族
の
戦

争
体
験
に
つ
い
て
の
お
話
し
で
し
た
。

も
の
心
が
つ
く
時
期
に
終
戦
を
迎
え
た

と
す
る
と
現
在
８０
歳
を
越
え
た
方
々
が

該
当
し
、
徐
々
に
戦
争
体
験
者
は
少
な

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
機

会
を
作
り
、
後
世
に
あ
の
「
ば
か
ば
か

し
い
戦
争
」（
半
藤
一
利
）
の
こ
と
を

語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
は
遠
い
過
去
の
こ
と
で
は
な
く

現
在
の
社
会
事
象
に
も
見
え
隠
れ
し
て

い
る
か
ら
で
す
。「
敵
が
攻
め
て
き
た

ら
ど
う
す
る
」
と
い
っ
て
平
和
憲
法
を

蔑
ろ
に
す
る
風
潮
が
そ
れ
で
す
。
中
国

大
陸
の
奥
地
ま
で
侵
攻
し
て
い
っ
た
あ

の
戦
争
は
「
自
衛
の
戦
争
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

ま
た
か
っ
て
都
知
事
選
に
立
候
補
し

た
元
自
衛
隊
高
官
は
、「『
関
東
軍
７
３

１
部
隊
』
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
公

言
し
て
６０
万
票
も
獲
得
し
ま
し
た
。
戦

争
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
の
大
事
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

高尾山山頂で記念撮影

主催　東京女子医大あけぼの会

第４３回  待機者の為の移植塾
どなたでも参加できます！

開催日：平成３０年１１月１１日（日）
時　間：１４：００～１７：００（１３：３０開場）
場　所：ＴＫＰスター会議室四谷第 ２（３０１）
東京都新宿区四谷 １ ― ８ ― ６ 　ホリナカビル ３Ｆ
講　師：加藤容二郎　先生

（東京女子医科大学　腎臓外科）
テーマ：「腎移植の基礎知識」
講　師：岡部　祥　さん

レシピエント移植コーディネータ
（東京女子医大　移植支援室）

テーマ：「移植前の準備・移植後のケア」
体験談：腎移植者、膵・腎移植者、ドナーの ３

名より
参加ご希望の方は、メール又はＦＡＸにて、
参加者名、人数、連絡先、懇親会の出欠をご記
入の上、１１月 ３ 日（土）迄にご連絡下さい。ま
た会終了後（１７：３０～）、近隣で懇親会を開催
します。みなさまの交流を深める絶好の機会で
すので、ぜひご参加ください。（懇親会費： ３
～ ４千円）
送付先ＦＡＸ：０３―５２６１―３６１８（石丸宛）／
　　　ＭＡＩＬ：�akebonokai２０００@hotmail.

com



17 No.223／2018年10月

東
京
都
鈴
木
課
長

２
０
１
８
年
度
の
第
３８

回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
台
風
２５

号
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

真
夏
の
よ
う
な
猛
暑
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
１０
時
か
ら
、

東
京
都
、
東
腎
協
役
員
・

会
員
・
東
京
医
大
八
王
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や

看
護
師
さ
ん
、
総
勢
３４
名
の
参
加
で
行

わ
れ
、
午
後
の
部
は
、
１２
時
４５
分
か
ら
、

東
京
都
疾
病
対
策
課
鈴
木
祐
子
課
長
、

東
京
女
子
医
大
移
植
者
の
会
（
あ
け
ぼ

の
会
）、
一
般
会
員
参
加
者
を
迎
え
総

勢
６２
名
で
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
５
０
０

０
個
（
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
入
り
）、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
風
船
５
０
０
個
な
ど
を
道

行
く
人
達
に
配
布
し
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
、
上
野
公
園
会
場
と
井

の
頭
公
園
会
場
の
２
か
所
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
一
か
所
に
集

中
し
て
開
催
し
、
そ
の
た
め
広
く
な
っ

た
テ
ン
ト
の
中
で
、
東
京
医
大
八
王
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や
看
護
師
さ
ん

た
ち
の
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
も
あ
り
、

従
来
に
な
く
盛
り
上
が
り
の
あ
っ
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

予
定
外
の
気
温
の
た
め
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
体
調
を
考
慮
し
て
予
定
を
切

り
上
げ
、
１４
時
に
終
了
し
ま
し
た
。
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

日
本
の
腎
移
植
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て

い
ま
す
（
Ｐ
１９
参
照
）
今
後
も
普
及
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
行
い
ま
す
。

真
夏
の
よ
う
な
猛
暑
の
中
で

第
３８
回
　
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

２
０
１
８
年

１０
月
７
日
（
日
）

上
野
恩
賜
公
園

道
行
く
子
供
さ
ん
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ン
ト
の
前
で

テ
ン
ト
内
で
医
療
相
談

子
供
連
れ
の
若
い
方
々
も
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２
０
１
８
年
度
の
臓
器
移
植
推
進
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
は
、１０
月
１４
日
（
日
）、

明
け
方
の
雨
模
様
も
す
っ
か
り
上
が
っ

た
好
天
気
の
中
で
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
前
１０
時
過
ぎ
か
ら
共
催
団
体
の
全

腎
協
、
東
腎
協
、
心
臓
病
の
子
供
を
守

る
会
、
日
本
移
植
者
協
議
会
、
胆
道
閉

鎖
症
の
子
供
を
守
る
会
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
約
８０
名
、
日
比
谷

公
園
公
会
堂
横
に
集
合
。
東
腎
協
か
ら

は
約
２０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１２
時
ち
ょ
う
ど
に
、
青
山

学
院
大
学
学
友
会
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
皆
さ
ん
を
先
頭
に

パ
レ
ー
ド
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
台
風
で
流
れ
、
グ
リ
ー
ン
リ

ボ
ン
パ
レ
ー
ド
は
６
年
ぶ
り
と
の
こ
と
。

道
行
く
人
た
ち
も
思
わ
ず
立
ち
止
ま
り
、

ド
ナ
ー
カ
ー
ド
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

○
初
め
て
参
加
し
て

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
青
山
学
院
大
学
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

の
方
の
力
は
大
き
く
、
沿
道
の
方
々
も

足
を
止
め
、
携
帯
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
受

け
と
っ
て
く
だ
さ
る
方
が

多
く
、
な
か
に
は
「
今
回

だ
け
で
す
か
・
孫
が
出
て

い
ま
す
・
家
族
全
員
意
思

表
示
し
て
い
ま
す
」
等
と

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。（
三
好
）

晴
天
の
空
の
下 
６
年
ぶ
り

臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
を
開
催

２
０
１
８
年

１０
月
１４
日
（
日
）

日
比
谷
公
園
→

銀
座
鍛
冶
屋
橋

青
山
学
院
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
皆
さ
ん
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慢
性
透
析
療
法
お
よ
び
腎
移
植
の
推
移

透析施設数
透析設備
（台数）

透析患者数 生体腎移植 献腎移植
うち脳死
腎移植

合計

1970年 606 949 137 37 174

1971年 1,575 1,826 38 4 42

1972年 3,022 3,631 37 4 41

1973年 4,986 6,148 82 4 86

1974年 5,515 9,245 117 8 125

1975年 7,246 13,059 131 4 135

1976年 9,204 18,010 133 22 155

1977年 10,545 22,579 170 27 197

1978年 12,569 27,048 221 36 257

1979年 16,519 32,331 176 51 227

1980年 1,278 18,963 36,397 236 49 285

1981年 1,314 21,032 42,223 242 118 360

1982年 1,425 22,939 47,978 249 154 403

1983年 1,422 24,474 53,017 339 191 530

1984年 1,514 26,558 59,811 405 159 564

1985年 1,587 28,715 66,310 417 143 560

1986年 1,745 30,846 73,537 470 174 644

1987年 1,845 33,527 80,553 549 163 712

1988年 1,962 36,447 88,534 534 198 732

1989年 34,099 83,221 547 261 808

1990年 2,101 40,723 103,296 551 220 771

1991年 2,385 45,682 116,303 463 234 697

1992年 2,520 49,650 123,925 402 207 609

1993年 2,629 53,263 134,298 323 197 520

1994年 2,752 58,561 143,709 399 199 598

1995年 2,866 59,715 154,413 432 172 604

1996年 2,961 63,742 167,192 453 186 639

1997年 3,026 66,880 175,988 437 159 0 596

1998年 3,085 69,733 185,322 510 149 0 659

1999年 3,220 75,448 197,213 566 158 8 724

2000年 3,358 79,709 206,134 603 146 7 749

2001年 3,485 83,914 219,183 554 151 16 705

2002年 3,612 88,471 229,538 637 124 10 761

2003年 3,717 92,701 237,710 728 136 4 864

2004年 3,882 97,366 248,166 731 173 6 904

2005年 3,940 100,552 257,765 835 160 16 995

2006年 3,985 104,382 264,473 941 197 16 1,138

2007年 4,188 108,570 275,119 1,043 187 24 1,230

2008年 4,072 111,690 282,622 994 210 26 1,204

2009年 4,125 114,702 290,675 1,122 189 14 1,311

2010年 4,152 118,135 297,126 1,277 208 62 1,485

2011年 4,205 121,835 304,592 1,386 212 86 1,598

2012年 4,233 124,930 309,946 1,420 193 77 1,613

2013年 4,264 128,016 314,180 1,438 155 88 1,593

2014年 4,330 131,555 320,448 1,479 127 85 1,606

2015年 4,321 133,538 324,986 1,503 167 104 1,670

2016年 4,396 133,500 329,609 1,471 177 116 1,648

27,928 6,733 836 34,661

透析施設数、設備、患者数は日本透析医学会調べ。

慢性透析療法及び腎移植の推移

合 計

生体腎移植は日本移植学会、死体・脳死移植数はJOT調べ。2017年6月30日集計
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私たちの求める「腎疾患総合対策」のポイント

　全国に32万人以上の人工透析を必要とする末期腎不全患者がいます。患者は毎年増加し、高齢患者、糖尿病性腎
症患者の増加が顕著です。人工透析の技術も著しく進歩しましたが、まだ、腎臓の機能のすべてを補うものではありませ
ん。慢性腎臓病（CKD）対策でこれ以上人工透析患者を増やさないこと、人工透析による合併症などへの治療研究の
推進、根治治療である腎臓移植の普及・再生医療研究推進など、一貫した総合対策が必要と考えています。

　私たちの会は、人工腎臓で治療を続ける透析患者を中心とした
腎臓病患者によって1971年に結成し、1996年には厚生大臣所管
の社団法人として設立が許可されました。2014年に一般社団法人
に移行し、現在は47都道府県の患者会が加盟し、約8万人の会
員がいます。
　腎臓病の予防、および治療に関する知識の普及と啓発事業、

腎臓病患者の自立を支援する事業、腎臓病に関する調査研究と
政策提言など、腎臓病の正しい知識の普及と腎臓病患者の自立と
社会参加の促進を図り、社会の発展に寄与することを目的に活動
しています。
　あなたの地域にも全腎協加盟の患者会があります。入会希望の
方、治療や生活でお困りの方はご相談ください。

●国民的な取り組みが必要な腎疾患対策
　慢性腎臓病（CKD）の患者は1,300万人を超えると言われ、今や国民病の一つに挙げ
られています。「沈黙の病気」腎臓病は早期発見・早期治療が重要です。これ以上腎臓病
患者を増やさないためにも、国が慢性腎臓病についての啓発・広報活動を一層強化し、腎
疾患対策を国民的取り組みとすることが重要と考えています。

●一刻を争う介護が必要な透析患者への対応
　透析治療を受けながらも多くの患者が社会生活に励み自立して各分野で活躍しています。
一方で長期透析、高齢患者の増加、糖尿病性腎症を原疾患とする透析患者増加により、
障害の重度化・重複化で介護を必要とする患者が急増し、全国的に在宅支援、通院対策、
施設入所などが深刻な状況です。これらの要介護透析患者への医療・福祉サービスの拡充
が必要です。

●災害時の透析医療の確保と避難・移動体制の整備
　東日本大震災でも明らかになったように、1～2日おきに治療を必要とする透析患者は、災
害時においても生命を守るために透析医療の確実な確保が必要です。特に介護が必要な
透析患者は避難の手助けや通院移動の保障も必要で、それらの体制の整備が求められて
います。

●臓器移植の普及と再生医療研究の推進
　腎臓移植は現在、慢性腎不全の唯一の根治的な治療法です。しかし日本での献腎移植
はまだまだ少なく、臓器移植の普及推進のための施策を進めてほしいと願っています。また
iPS細胞などの再生医療については、その成果が早く腎疾患の治療に反映できるように研
究が促進されることを希望します。

一般社団法人 全国腎臓病協議会
〒113-0021  東京都文京区本駒込2-29-24  パシフィックスクエア千石802　TEL：03（5395）2631　URL：http://zjk.or.jp　

全国腎臓病協議会（全腎協）とは

国民的な
取り組みに！

腎疾患
予防対策

請願の趣旨

2019年　　月　　日衆議院議長　殿
参議院議長　殿

ほか　　　　　　　　　　　　　  名

請願団体　 　一般社団法人 全国腎臓病協議会　
住　　所　　東京都文京区本駒込2-29-24

パシフィックスクエア千石802
電　　話　

　
03（5395）2631

請願人氏名
住　　所

紹介議員

印

印

「腎疾患総合対策」の
早期確立を要望する請願書

　我が国では腎疾患（腎臓病）患者は1,300万人を超えると言われています。腎臓病は「沈
黙の病」ともいわれ、早期発見が大変難しい病気であり、いったん発症すると、長期にわたり
根気強い治療が必要となります。また、腎臓病は重症化しやすく、末期腎不全まで至ると生命
を維持するために人工透析治療を続けるか、腎臓移植をするしか方法はありません。
　そのような腎臓病患者を一人でも少なくし、国民が健康な毎日を送るためには、腎臓病を発
症してからの対策、医療ではなく、発症を予防するための施策が重要です。また、腎臓病を発
症したとしても、医療と施策によりその重症化をとどめることが必要です。
　近年、糖尿病の合併症として腎不全を発症する患者が増加していますが、腎臓病はもちろ
ん、糖尿病も決して生活習慣だけから発症する病気ではありません。発症の原因を、患者個人
の責任にするだけでは腎臓病患者はなくなりません。広く国民的課題として、国を挙げた取り組
みが必要です。
　また、腎臓病患者の高齢化が著しく、通院をはじめ療養生活に課題が山積しています。これ
は超高齢化社会であるわが国において、すべての高齢者にも共通する問題です。患者がよりよ
い生活を送れる社会の実現は、国民が安心で充実した毎日を送れる社会の実現にもつながり
ます。
　全国腎臓病協議会では、腎疾患分野における保健・医療・福祉の一体的な対策である「腎
疾患総合対策」が早期に確立されることを願って、日々の活動に取り組んでいます。その結果、
慢性腎臓病（ＣＫＤ）の重症化を防ぐための施策をはじめ腎疾患対策の予算化などが実現して
います。しかし、十分かつ有効な「腎疾患総合対策」が実現しているとはまだまだ言えません。「腎
疾患総合対策」が確立し、国民が腎疾患から守られる日が早く達成されるように強く要望します。
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署名にご協力を

お願いします！

ご家族や周りの方にも

呼びかけてください。

募金へのご協力も

よろしくお願いします！

活動を支える募金にもご協力ください

署名に
ご協力
ください

署名の書き方と請願のポイント

　皆様にご協力いただいた募金は、国会請願に必要な費用として使わせていただくほか、「腎疾患総合対策」確立の活動
を進めるための資金として、全腎協および加盟都道府県組織で大切に活用させていただきます。皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。なお、この募金はあくまで任意でお願いしています。

　私たちの透析の環境は国会請願署名に大きく
守られています。会員も会員でない方も、ご家族も
医療スタッフもぜひとも署名にご協力ください。厳
しさを増す国の財政に伴い、透析患者を含む医療
や生活の環境はますます厳しくなっています。患者
自らが声を上げ、私たちの苦しみを正しく国会に届
けましょう。皆様の積極的なご協力をお願いいたし
ます。

募金＊署名の書き方＊
●署名は自筆でお願いします。自筆の署名には押印の必要はありません。
●代筆の場合は、代筆した方の印鑑ではなく、代筆を頼んだ方の印鑑を印欄
に押してください。（氏名欄にある氏名の方）

●氏名・住所をはっきりお書きください。家族でも「〃」「同」と略さず、姓（名
字）・住所を書いてください。住所は都道府県名からお書き下さい。

●訂正は、2本線（=）を引いて削除して書き直してください。修正ペン（液）
などは使用しないでください。

氏　　　名 代筆印住　　　所

東　京　太　郎

東　京　花　子

東　京　好　夫

大　阪　清　子 阪
大

代筆のときは印鑑を押す
この場合は大阪さんの印鑑姓を略さないで書く 県名も略さず書く

同じでも
住所を書く

○署 名 例
都 道

府 県東京 八王子市旭町１-２-３
都 道

府 県東京 八王子市旭町１-２-３
都 道

府 県東京 西多摩郡日ノ出町１-２-３
都 道

府 県東京 八王子市旭町１-２-４

※個人情報の取り扱いについて
署名用紙にご記入いただいた住所、氏名などの情報は、国会請願署名を提出する以外の目的では使用することはありません。

●氏名・住所は署名人ご本人の自筆でお願いします。自筆の場合は、印鑑は必要ありません。
●住所は都道府県名からお書きください。姓・住所が同じでも「〃」、「同上」などで省略しな
　いで下さい。
●裏面の請願人氏名、住所、紹介議員は記入しないでください。

1.腎臓病の早期発見と重症化予防に向けた総合的な対策が進むように努めてください。

2.腎臓病患者が必要な介護支援を受けられる介護保険制度になるよう検討してください。

3.透析患者で通院困難な患者の通院を保障する体制と必要な時に入所・入居できる施
設を公的に整備するように努めてください。

4.広域で大災害が発生しても人工透析治療を受けることが出来るよう、国、地方自治体
が連携した災害対策への取り組みに努めてください。

5.腎移植の推進及び再生医療の研究が進むように努めてください。

氏　　　名 住　　　所 代筆印

請願事項

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県

都 道

府 県
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多
摩
地
域
の
訪
問
活
動
を�

思
い
出
し
ま
す�

�

東
腎
協
会
長　

梅
原 

秀
孝

私
が
初
め
て
、
元
東
腎
協
会
会
長
木

下
久
吉
さ
ん
と
お
会
い
し
た
の
は
、
平

成
十
九
年
頃
だ
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

東
腎
協
の
総
会
に
初
め
て
参
加
し
た
時

で
し
た
。
当
時
私
は
透
析
導
入
三
年
過

ぎ
た
こ
ろ
で
、
ま
だ
体
調
も
あ
ま
り
良

く
な
く
、
そ
ん
な
と
き
に
役
員
の
姿
を

拝
見
し
大
変
驚
き
ま
し
た
。

以
後
ご
縁
が
あ
り
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多

摩
地
域
の
透
析
施
設
を
木
下
会
長
（
当

時
）
と
一
緒
に
訪
問
し
、
東
腎
協
の
活

動
に
つ
い
て
宣
伝
活
動
を
し
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
の
体
験
で
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
二
年
ほ
ど
か
け
、
多
摩

ブ
ロ
ッ
ク
の
施
設
を
訪
問
す
る
中
で
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
の
原
点
を
頂
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
会
長
に
任
期
中
に
転
倒
し

入
院
さ
れ
、
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

最
近
お
会
い
し
た
の
は
、
あ
け
ぼ
の

友
の
会
の
昨
年
度
の
総
会
の
時
だ
と
思

い
ま
す
。
歩
行
も
大
変
に
な
っ
て
苦
労

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

私
が
東
腎
協
の
会
長
に
な
っ
た
時
に
も
、

い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

平
成
３０
年
７
月
２５
日
、
８３
歳
で
木
下

久
吉
さ
ん
は
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
東
腎

協
に
と
っ
て
は
大
変
惜
し
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
２９
日
、
不
肖
私
が
告
別
式
に
参

列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
家
族

の
見
守
る
中
、
お
ご
そ
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
心
の
中
に
い
つ
ま
で
も
記

憶
に
留
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

「
草
の
根
活
動
」
が�

原
点
と
…�

�

第
９
代
東
腎
協
会
長　

榊
原 

靖
夫

あ
な
た
は
患
者
会
活
動
の
範
と
な
る

方
で
す
。

「
近
い
う
ち
に
会
い
た
い
で
す
ね
」

と
電
話
で
話
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
突

然
の
訃
報
に
唖
然
と
し
て
い
ま
す
。
悲

し
さ
と
寂
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

思
え
ば
長
い
お
付
き
合
い
で
し
た
。

当
時
、
ま
だ
東
腎
協
が
任
意
団
体
だ

っ
た
頃
の
「
幹
事
会
」
が
出
会
い
で
、

そ
れ
か
ら
約
２０
年
の
お
付
き
合
い
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
語
り
尽
く
せ

な
い
ほ
ど
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

人
生
の
先
輩
で
あ
る
あ
な
た
に
色
々

な
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毅
然
と
し
て
居
ら
れ
、
愚
直
な
ま
で
に

真
っ
直
ぐ
な
方
で
懐
も
深
く
、
情
に
熱

い
方
で
し
た
。
し
か
し
何
よ
り
も
情
熱

的
で
患
者
会
活
動
に
熱
い
心
で
終
始
一

貫
臨
ま
れ
た
こ
と
に
は
頭
が
下
が
り
ま

す
。
そ
し
て
東
腎
協
の
活
動
理
念
と
し

て
「
草
の
根
的
な
活
動
」
が
最
も
大
切

な
原
点
で
あ
る
、
と
説
き
続
け
て
こ
ら

れ
た
こ
と
が
一
番
印
象
的
で
あ
り
感
銘

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
東
腎
協
会
長
在
任
中
、
そ
の
人

生
経
験
の
豊
富
さ
と
人
間
性
の
豊
か
さ

で
理
事
会
の
纏
め
役
と
し
て
副
会
長
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
の
退
任
後
第
１０
代
東
腎
協
会
長

に
就
任
さ
れ
、
そ
の
見
識
の
高
さ
と
患

者
会
活
動
へ
の
あ
く
な
き
情
熱
で
見
事

に
任
期
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
在
任
中
に
東
腎
協
結
成
４０
周
年

記
念
大
会
を
自
ら
先
頭
に
立
ち
立
派
に

遂
行
さ
れ
、
会
長
退
任
後
も
東
腎
協
の

歩
ん
だ
歴
史
と
先
人
た
ち
の
苦
労
に
思

い
を
寄
せ
、
患
者
会
活
動
へ
の
情
熱
は

衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

長
い
間
同
じ
理
念
の
も

と
、
一
緒
に
歩
ん
で
来
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
学

ん
だ
こ
と
を
大
切
に
、
木

下
さ
ん
が
望
ん
だ
東
腎
協

の
あ
る
べ
き
姿
を
追
い
求

め
続
け
て
い
く
こ
と
が
一

番
の
供
養
に
な
る
と
信
じ

ま
す
。

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し

た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
休

み
く
だ
さ
い
。

木
下 

久
吉
さ
ん
を
偲
ん
で

追
悼

木下久吉（きのした　ひさよし）２０１８年 ７ 月２５日
逝去。享年８３歳。あけぼの会、２００９年～１２年第１０
代東腎協会長
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

東
京
第
一
支
店
様

○
個
人
会
員

山
邊
静
江
様

�

（
９２
歳
・
透
析
１
年
２
か
月
）

「
武
蔵
野
徳
洲
会
病
院
に
て
透
析
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
先
人
の
偉
業
に
感
謝

し
、
心
ば
か
り
の
金
額
（
１０
万
円
）
を

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

青
い
鳥
・
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

【
患
者
会
】

中
野
共
立
病
院
透
析
室
患
者
会

に
こ
た
ま
会

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会

瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

聖
蹟
さ
く
ら
会

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

東
京
健
生
病
院
サ
ボ
テ
ン
会

阿
佐
ヶ
谷
す
ず
き
腎
友
会

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会

【
個
人
会
員
】

原
島　

惇　

様

２０１８年度災害備
蓄米「はんぶん
米」（東京都提供）
好評につき、２ 万
４０００食完配しまし
た。
来年度は ６万食

予定、お楽しみく
ださい。

編
集
後
記

○
２
０
１
９
年
度
東
京
都
予
算
要
請
は
、

各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
進
展
は
な
か

っ
た
。
新
規
透
析
患
者
の
平
均
年
齢
が

６９
・
４
歳
な
の
に
、
マ
ル
障
・
福
祉
手

当
は
新
規
６５
歳
以
上
は
適
用
外
の
ま
ま

と
な
っ
た
（
東
腎
協
は
７０
歳
未
満
を
要

求
）。
一
方
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
で
は
来
年
３

月
第
３０
回
を
迎
え
る
「
腎
臓
病
を
考
え

る
都
民
の
集
い
」
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
（
来
年
１１
月
開
催
予
定
）
の
開
催

が
東
京
都
か
ら
承
認
さ
れ
た
。

○
今
年
度
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
る
、

組
織
の
再
構
築
計
画
は
２
回
の
会
議
を

経
て
そ
の
骨
子
が
纏
め
ら
れ
た
。
全
腎

協
・
東
腎
協
の
旗
を
降
ろ
さ
な
い
活
動

の
展
望
は
、
透
析
患
者
を
中
心
と
し
た

患
者
会
活
動
だ
け
で
な
く
、
慢
性
腎
臓

病
患
者
全
員
を
対
象
と
し
た
活
動
へ
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ

の
た
め
に
関
連
す
る
諸
団
体
、
行
政
、

今
後
の
活
動
予
定

１０
月
２１
日
（
日
）

第
３
回
東
京
歩
こ
う
会

１０
月
２８
日
（
日
）

東
腎
協
１
４
０
回
理
事
会

１０
月
～
３
月

第
４８
次
国
会
請
願
署
名

１１
月
３
～
４
日
（
日
）

全
腎
協
相
談
員
研
修
会

１１
月
４
日
（
日
）

「
都
民
の
集
い
」
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
交

流
会

江
東
区
民
講
座

１１
月
１１
日
（
日
）

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
料
理
教
室

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
「
お
江
戸
腎
と
も
カ
フ

ェ
」
例
会

１１
月
１７
～
１８
日
（
日
）

全
腎
協
臨
時
理
事
会

全
腎
協
代
表
者
会
議

Ｊ
Ｐ
Ａ
全
国
患
者
・
家
族
集
会
２
０
１

８１１
月
２５
日
（
日
）

第
１
４
３
回
理
事
会
・
三
役
会

１２
月
２
日
（
日
）

中
南
部
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
会
員
懇

親
会

１２
月
９
日
（
日
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
㏌
神
奈
川

１２
月
２９
日
～
１
月
６
日
（
日
）

事
務
局
年
末
年
始
休
暇

１
月
２７
日
（
日
）

第
１
４
４
回
理
事
会
・
三
役
会

１
月
２６
日
～
２７
日
（
日
）

全
腎
協
理
事
会

２
月
１０
日
（
日
）

第
３０
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

２
月
２４
日
（
日
）

第
１
４
５
回
理
事
会
・
三
役
会

３
月
３
日
（
日
）

全
腎
協
理
事
会

３
月
１４
日
（
木
）

第
４８
回
国
会
請
願

３
月
２３
日
～
２４
日
（
日
）

全
腎
協
臨
時
総
会

３
月
２４
日
（
日
）

第
１
４
６
回
理
事
会
・
三
役
会
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東京都と協定を締結している
ＨＬＡ検査センター

国家公務員共済組合連合会　虎の門病院 TEL０３―３５８８―１１１１

東京医科大学　八王子医療センター TEL０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 TEL０３―３３５３―８１１１

東邦大学医療センター大森病院 TEL０３―３７６２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター
（都内及び近隣 ３県）

昭和大学病院 TEL０３―３７８４―８０００

埼玉医科大学国際医療センター TEL０４２―９８４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター TEL０４９―２２８―３４００

独立行政法人国立病院機構　千葉東病院 TEL０４３―２６１―５１７１

東海大学医学部付属病院 TEL０４６３―９３―１１２１

北里大学病院 TEL０４２―７７８―８１１１

公立大学法人横浜市立大学付属病院 TEL０４５―７８７―２８００

❶対象者
都内に住所を有し、人工透析療法を受けている慢性腎不全の方で、献腎移植を希望
するため、公益社団法人日本臓器移植ネットワークへ登録する方（公益社団法人日
本臓器移植ネットワークへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検査費が一部助成
されます）。
❷助成額
腎臓移植組織適合性検査費用の一部（平成29年度については10000円とします。）
❸書類提出及び問合せ先
東京都福祉保健局　保健政策部　疾病対策課　献血移植対策担当
電話　03―5320―4506　FAX　03―5388―1437

東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）助成事業のご案内 医
師
会
、
製
薬
会
社
等
と
広
く
協
力
関

係
が
持
て
る
よ
う
、
間
口
を
広
げ
た
活

動
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

新
し
い
時
代
の
患
者
会
活
動
を
目
指

し
て
、
内
向
き
で
な
く
視
野
を
広
げ
た

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

■
現
政
権
は
、
全
額
を
社
会
保
障
に
充

て
る
と
確
約
し
て
前
回
２
０
１
４
年
の

消
費
税
増
税
を
強
行
し
た
。
し
か
し
ふ

た
を
開
け
て
み
れ
ば
、
応
分
の
負
担
を

す
べ
き
大
企
業
と
富
裕
層
の
減
税
分
で

相
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
っ
た
く
社
会

保
障
は
充
実
せ
ず
。
む
し
ろ
生
存
権
を

保
障
す
る
生
活
保
護
の
削
減
な
ど
に
よ

り
後
退
。
し
か
も
今
度
は
年
金
生
活
者

に
自
助
努
力
（「
自
分
で
な
ん
と
か
し

ろ
」
の
意
）
を
要
求
し
出
し
た
。

そ
の
消
費
税
率
を
１０
％
に
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。�

（
白
坂
）

■
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
大
変
暑
い
な
か

本
当
に
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

色
々
と
至
ら
な
い
点
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
無
事
に
終
わ
っ
た
事
に
安

堵
し
て
お
り
ま
す
。

夏
の
酷
暑
を
乗
り
切
り
、
９
月
の
長

雨
・
台
風
も
過
ぎ
、
１０
月
に
入
っ
て
秋

ら
し
い
爽
や
か
な
日
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
銀
杏
の
匂
い
、
色
づ
き
出
し

た
木
々
、
秋
を
感
じ
に
遠
出
で
も
近
場

の
公
園
で
も
、
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？�

（
三
好
）

■
１０
月
７
日
に
第
三
十
八
回
臓
器
移
植

普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
上
野
恩
賜

公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
の
台
風

２５
号
の
影
響
も
あ
り
、
東
京
は
最
高
気

温
３２
℃
を
記
録
し
ま
し
た
。

予
想
以
上
の
暑
さ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
関
連
す
る
全
て
の
面
に
影
響
が
出
て

し
ま
い
、
予
定
通
り
に
進
行
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
暑
さ
で
テ
ン
ト
内
は
熱
気

に
包
ま
れ
作
業
効
率
は
落
ち
、
ノ
ベ
ル

テ
ィ
配
り
の
会
員
の
皆
さ
ま
も
暑
さ
と

の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

水
分
補
給
を
摂
る
方
が
目
立
ち
ま
し

た
。
上
野
公
園
は
飲
料
水
の
自
動
販
売

機
が
近
く
に
設
置
さ
れ
て
な
く
、
上
野

駅
内
や
上
野
公
園
の
外
ま
で
出
な
い
と

飲
み
物
の
入
手
は
困
難
で
し
た
。
今
後

の
課
題
と
し
て
自
前
で
飲
み
物
は
用
意

し
て
行
こ
う
と
！
切
に
思
い
ま
し
た
。

色
々
と
あ
り
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
。
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
が
何
事
も
な
く

無
事
に
一
日
が
過
ご
せ
た
こ
と
が
今
回

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
に
な
っ
た
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
。

○
１０
月
１２
日
頃
よ
り
第
４８
次
国
会
請
願

署
名
活
動
の
関
係
資
料
を
順
次
発
送
致

し
ま
す
の
で
今
年
度
も
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。�

（
松
山
）

２
０
１
８
年
度
全
腎
協
臓
器

移
植
普
及
推
進
月
間
「
全
国

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

全
腎
協
で
は
、
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
全
国
一
斉
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
継
承
し
、
２
０
１
２
年
度
よ
り
毎

年
１０
月
を
全
腎
協
と
し
て
の
臓
器
移

植
普
及
推
進
月
間
と
し
て
位
置
づ
け
、

献
腎
移
植
を
中
心
に
臓
器
移
植
の
普

及
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

表
紙
の
こ
と
ば


